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３
月
５
日
（
日
）、「
令
和
４
年
度
黒
潮

町
駅
伝
大
会
兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
黒
潮
町
駅
伝
大
会
に
は

１６
チ
ー
ム
、
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
に

は
８
チ
ー
ム
、
計
１
２
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
４
年
振
り
の

開
催
。

　
選
手
ら
は
、
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

佐
賀
地
区
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
同

公
園
大
方
地
区
陸
上
競
技
場
ま
で
を
走

る
５
区
間
１７
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
駅
伝
大
会
で
優
勝
し
た
Ｔ
Ｒ

Ｙ
の
吉
尾
飛
来
さ
ん
は
、「
み
ん
な
が

団
結
し
て
１
位
を
獲
る
こ
と
が
で
き
、

一
層
絆
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
来
年

は
も
っ
と
練
習
し
て
２
連
覇
を
狙
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
に
出
場
し
た

佐
中
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
は
、「
１６

年
前
、
出
場
が
決
定
し
て
い
た
全
国
中
学

校
駅
伝
大
会
を
棄
権
し
た
こ
と
が
ず
っ

と
忘
れ
ら
れ
ず
、そ
の
思
い
出
を
吹
っ
切
る

た
め
、
当
時
の
３
年
生
４
名
と
顧
問
で
出

場
し
た
。
全
員
で
た
す
き
を
繋
ぐ
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会

１
位
　
Ｔ
Ｒ
Ｙ
　
１
時
間
３
分
３
秒

※
大
会
新
記
録

２
位
　
矢
野
塾
　
１
時
間
８
分
４
秒

３
位
　
加
持
Ａ
　
１
時
間
８
分
１１
秒

黒
潮
町
駅
伝
大
会
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
　
①
田
辺
真
喜
（
矢

野
塾
）
１４
分
１
秒
②
吉
尾
飛
来
（
Ｔ
Ｒ
Ｙ
）

１５
分
４４
秒
③
田
村
空
壱
（
黒
潮
消
防
署

駅
伝
部
）
１７
分
４
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
　
①
濱
口
碧
月
（
Ｔ

Ｒ
Ｙ
）
１２
分
３６
秒
②
山
闢
聖
良
（
黒
潮
町

役
場
青
年
部
）
１３
分
３７
秒
③
野
村
享
弘

（
黒
潮
消
防
署
駅
伝
部
）
１５
分
３７
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
　
①
松
尾
恭
太
郎（
Ｔ

Ｒ
Ｙ
）
７
分
５３
秒
②
谷
純
大
（
加
持
Ａ
）

８
分
１４
秒
③
南
部
海
人
（
黒
潮
町
役
場

青
年
部
）
８
分
４４
秒

▼
４
区
３
㎞
　
①
金
子
瑛
太
（
矢
野
塾
）

１０
分
２６
秒
②
宮
川
敬
良
（
Ｔ
Ｒ
Ｙ
）
１１
分

３４
秒
③
宮
川
貴
史
（
加
持
Ａ
）
１１
分
５９
秒

▼
５
区
４
㎞
　
①
濱
田
泰
輔
（
黒
潮
町

役
場
青
年
部
）
１４
分
３５
秒
（
※
区
間
新
記

録
）
②
横
井
大
樹
（
加
持
Ａ
）
１４
分
５３
秒

（
※
区
間
新
記
録
）
③
池
田
大
樹
（
Ｔ
Ｒ

Ｙ
）
１５
分
１６
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

１
位
　
高
知
工
業
高
校
　
５４
分
１７
秒

※
大
会
新
記
録

２
位
　
す
く
も
走
ろ
う
会
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
１
時
間
０
分
９
秒

３
位
　
東
か
ら
西
へ

１
時
間
０
分
３７
秒

四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
　
①
西
内
祐
仁
（
高

知
工
業
高
校
）
１３
分
０
秒
（
※
区
間
新
記
録
）

▼
２
区
３
・
８
㎞
　
①
木
村
響
（
高
知

工
業
高
校
）
１１
分
５１
秒
（
※
区
間
新
記
録
）

▼
３
区
２
・
２
㎞
　
①
長
岡
颯
太
（
高

知
工
業
高
校
）
６
分
３８
秒
（
※
区
間
新
記
録
）

▼
４
区
３
㎞
①
田
中
智
也
（
東
か
ら
西

へ
）
９
分
３９
秒

▼
５
区
４
㎞
①
千
谷
虹
陽
（
す
く
も
走

ろ
う
会
Ａ
）
１２
分
５５
秒

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

令
和
４
年
度
黒
潮
町
駅
伝
大
会

兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

と

ら
い
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

植樹の様子

フランクフルトを作る児童

　
２
月
１７
日
（
金
）
、
幡
東
森
林
組
合
・

幡
多
林
業
事
務
所
に
よ
る
「
第
３４
回
林

間
学
校
」
が
入
野
松
原
で
開
催
さ
れ
、

南
郷
小
学
校
６
年
生
８
名
と
上
川
口
小

学
校
３
・
４
年
生
１１
名
、
関
係
者
ら
約

８０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
取
組
は
、
子
ど
も
た
ち
に
林
業
に

興
味
を
持
ち
、
関
わ
っ
て
も
ら
う
た
め

に
行
わ
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め
３
年
振
り

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
植
樹
し
た
の
は
約
４０
㎝
の
ク
ロ

マ
ツ
の
苗
木
で
、
計
５
０
０
本
。
児
童

ら
は
、
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
っ
た
場
所

に
苗
木
を
植
え
、
土
を
か
ぶ
せ
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
南
郷
小
学
校
６
年
生
の
岩
田
阿
己
さ

ん
は
、「
１
本
ず
つ
植
え
る
の
は
大
変

だ
っ
た
。
今
後
大
き
く
な
っ
て
、
人
の

た
め
に
な
る
よ
う
活
躍
し
て
欲
し
い
」

と
話
し
、
ま
た
、
上
川
口
小
学
校
４
年

生
の
鈴
木
麗
さ

ん
は
、「
楽
し
か

っ
た
。
穴
を
掘

る
の
が
大
変
だ

っ
た
。
大
き
く

成
長
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

林
間
学
校
で
植
樹
体
験

田
ノ
ぴ
ー
フ
ェ
ス

あ

う
ら
ら

き

　町面積約18,000haの内、
約15,000haは森林だと
いう黒潮町。堀さんは、町
内の私有林の80％を管理
する森林組合の代表理事
組合長を務めています。
　父が持っていた山を相
続し、自身も山の管理を行
っており、町内で建設会社
の代表取締役を務めながら、
幡東森林組合で代表理事
組合長として活動する堀
さんに話を聞きました。

地籍調査の様子

作業の様子

代表理事組合長

幡東森林組合

堀  孝さん

ほり たかし

ま ほ ろ ば

く ろ し おVol.

22

「まほろば」とは、素晴らしい場所・住みやすい場所という意味。

まほろばな黒潮町で頑張る人や団体にスポットを当て、

紹介するコーナーです（隔月掲載予定）。

　
森
林
組
合
は
、
山
を
整

備
し
、
経
営
を
お
手
伝
い

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
現

在
は
約
９
０
０
人
の
組
合

員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
元
は
大
方
と
佐
賀
そ
れ

ぞ
れ
に
森
林
組
合
が
あ
り

ま
し
た
が
、
町
が
合
併
す

る
２
年
ほ
ど
前
に
両
組
合

が
合
併
し
、「
幡
東
森
林
組

合
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
は
主
に
、
山
林
経

営
の
お
手
伝
い
、
環
境
保

全
の
た
め
の
新
植
・
伐
採
、

作
業
道
の
開
設
、
山
林
部

の
地
籍
調
査
、
木
材
の
加

工
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
作
業
道
の
開

設
に
は
力
を
入
れ
て
い
て
、

年
間
１５
㎞
以
上
開
設
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
小
学
生
ら

を
対
象
に
林
間
学
校
で
体

験
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
林
業
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
少

し
で
も
興
味
を
持
ち
、
将

来
の
仕
事
の
選
択
肢
の
１

つ
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
山
の
所
有
者
さ
ん
か
ら

「
良
い
山
に
な
っ
た
」
な
ど
、

喜
び
の
声
を
聞
く
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
山

で
作
業
す
る
作
業
員
ら
か

ら
は
、「
大
き
い
木
を
倒
し

た
時
、
思
っ
て
い
た
通
り
の

場
所
に
倒
れ
た
時
は
嬉
し

い
」
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。
安
全
第
一
に
事
故
な

く
、
職
員
と
組
合
員
と
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
課
題
は
や
は
り
、
人
材

の
確
保
で
す
ね
。
山
の
仕

事
は
キ
ツ
い
と
い
う
印
象

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
は
機
械
化
も
進
み
、

仕
事
も
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
林
業
の

良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
人
材
確
保
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
が
少
な
い
と
放

置
さ
れ
る
山
が
多
く
な
り
、

山
の
手
入
れ
を
し
な
く
な

る
と
、
地
盤
が
緩
く
な
り

自
然
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
き
ま
す
。
間
伐
な
ど
、

手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
草

木
が
育
ち
、
地
盤
が
固
く

な
り
、
自
然
災
害
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
山
の
所
有
者
さ
ん
に
は
、

自
分
の
財
産
に
少
し
で
も

興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
興
味
関
心

が
子
ど
も
た
ち
に
も
波
及

し
て
い
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
。

幡
東
森
林
組
合
の
活
動

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

活
動
を
通
じ
て
感
じ
る

嬉
し
さ
や
楽
し
さ
は
？

現
在
の
課
題
や
今
後
の

目
標
は
？

　
田
ノ
口
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
「
田
ノ

ぴ
ー
フ
ェ
ス
」
が
３
月
１１
日
（
土
）
、
田

ノ
口
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
触
れ
合
う
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
た
地
域
の
皆
さ
ん

と
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
繋
が
り

直
そ
う
と
い
う
思
い
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
校
児
童
に
よ
る

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
う
ど
ん
、
カ
レ
ー

の
販
売
の
ほ
か
、
一
般
の
出
店
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
森
佑
也
会
長
は
、「
想

像
の
倍
以
上
の
方
が
来
場
し
て
く
れ
て

驚
い
た
。
フ
ェ
ス
は
初
め
て
の
こ
と
で

大
変
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
良
い
体
験
に
な
る

１
日
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
小
６
年
生
の
山
下
真
ノ
輔
さ
ん
は
、

「
思
っ
て
い
た
よ
り
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
て
、
話

も
で
き
て
、

地
域
の
方
と

繋
が
れ
た
と

思
っ
た
。
楽

し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し

た
。

ゆ
う

し
ん

の

す
け

や
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１
月
２７
日
（
金
）
、
三
浦
小
学
校
３
・

４
年
生
計
１３
名
を
対
象
に
、「
デ
ザ
イ

ン
思
考
力
育
成
の
た
め
の
研
究
授
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
授
業
で
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
梅
原

真
さ
ん
を
招
き
、「
お
み
せ
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
カ
フ
ェ
や
パ
ン
屋
の
名

前
、
外
観
、
看
板
商
品
な
ど
を
考
え
ま

し
た
。

　
児
童
ら
は
、「
キ
ャ

ッ
ト
カ
フ
ェ
」
や
「
ク

マ
組
パ
ン
屋
」
な
ど
、

思
い
思
い
の
店
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
小
３
年
生
の
井

上
蒼
介
さ
ん
は
、「
最
初
は
何
を
描
い

た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

最
後
に
は
良
い
お
店
が
作
れ
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
、
４
年
生
の
野
村
春
羽
さ

ん
は
、「
良
い
お
店
が
作
れ
た
し
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
み

ん
な
を
笑
顔
に

す
る
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
い
つ

か
デ
ザ
イ
ン
の

仕
事
も
や
っ
て

み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
２
月
１８
日
（
土
）
か
ら
２
月
２４
日
（
金
）

ま
で
の
７
日
間
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ら
に
よ
る

合
宿
が
行
わ
れ
、
宮
闢
乙
実
プ
ロ
ほ
か
、６

名
の
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
が
来
庁
し
、
松
本
敏

郎
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
宮
闢
プ

ロ
は
、「
苦

手
な
分
野

の
練
習
が

で
き
て
あ

り
が
た
い
。

今
回
の
合

宿
で
克
服

し
て
帰
り

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
２３
日
（
木
）に
は
、
土
佐
ユ
ー

ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
で
宮
崎

プ
ロ
ら
が
ゴ
ル
フ
を
教
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
行
わ
れ
、２
月
１９
日
（
日
）

に
行
わ
れ
た
高
知

銀
行
主
催
の
西
部

地
区
合
同
コ
ン
ペ
で

集
ま
っ
た
協
力
金

と
と
も
に
、３
月
１６

日
（
木
）
に
町
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
合
宿
プ
ロ
・
ア
マ
選
手

７
名
が
町
長
を
表
敬
訪
問

三
浦
小
デ
ザ
イ
ン
授
業

デザインした店を紹介する児童

店をデザインする児童ら

南
郷
小
校
舎
改
修
落
成
式
典

と
お
る

ま
こ
と

そ
う

す
け

か
ず

は

つ
ぐ

み

　
南
郷
小
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
の
老

朽
化
に
伴
い
、
長
寿
命
化
予
防
改
修
と

し
て
、
外
壁
塗
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

工
事
は
昨
年
１１
月
１８
日
（
金
）
に
開
始
し
、

２
月
２８
日
（
火
）
に
完
了
。

　
工
事
完
了
に
伴
い
、
３
月
４
日
（
土
）

に
は
落
成
式
典
が
行
わ
れ
、
同
校
児
童

や
地
域
住
民
な
ど
約
２
３
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内

事
業
所
、
校
区
各

地
区
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
の
寄
付

に
よ
り
餅
投
げ
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
餅
投
げ
の
際
に
は
児

童
の
保
護
者
な
ど
に
よ
り
ド
ラ
ム
缶
か

ら
作
ら
れ
た
打
楽
器
「
ス
テ
ィ
ー
ル
パ

ン
」
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民

が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
校
児
童
ら
は
、

「
キ
レ
イ
に
な
っ

て
嬉
し
い
」
、「
新

し
い
学
校
み
た
い

で
、
前
よ
り
学
校

に
行
く
の
が
楽
し

み
に
な
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
２
月
１８
日
（
土
）
、
小
川
地
区
で
キ
ジ

の
放
鳥
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
取
組
は
、
高
知
県
猟
友
会
が
主
催

し
、
現
在
減
少
し
て
い
る
国
鳥
で
あ
る

キ
ジ
を
増
や
し
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
キ
ジ
を
知
っ
て
も
ら
い
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
放
鳥
し
た
の
は
、
生
後
約
２
２

０
日
の
キ
ジ
２０
羽
。
小
川
地
区
子
ど
も

会
の
児
童
や
関
係
者
ら
約
２０
人
で
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
南
郷
小
学
校
５
年
生
の
植

田
め
い
さ
ん
は
、「
キ
ジ
を
押
さ
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
。
自
由
に
生
活
し
て

元
気
で
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
知
県
猟
友
会
の
闍
橋
徹
会

長
は
、「
今
回
放
っ
た
キ
ジ
が
今
後
ど

う
増
え
て
い
く
の
か
を
研
究
し
て
い
く

予
定
。
キ

ジ
が
増
え

る
こ
と
で
、

の
ど
か
な

ま
ち
づ
く

り
に
つ
な

が
れ
ば
」

と
話
し
ま

し
た
。

小
川
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
キ
ジ
放
鳥

キジ放鳥の様子

塗り替えられた校舎

餅投げの様子

左から中井愛美選手、堀内明莉選手、高山佳小里

選手、松本町長、宮闢乙実プロ、長嶺葉子選手、熊

倉莉子選手、大嶋さらさ選手

あい

左から青木幹人統括店長、松本町長、

田中里実副支配人

ひとみき

みさと

り こ

つぐ み は こ

み あかり か お り
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黒潮町スポーツ合宿
黒潮町で2月中旬から3月中旬にかけて、スポーツ合宿が行われました。
それぞれのチームの監督や選手からコメントをいただきました。

　釜萢大司主将「1日中野球に打ち込めることが楽しみ。今

回のキャンプで力をつけて、日本一をめざしていきたい」

　花野巧監督「今回のキャンプでしっかりと準備して、春と

秋に開催される大会での優勝をめざしたい」

◆同志社大学硬式野球部 2月16日（木）～28日（火）
かま やち たい し

たくみ

　横山久美キャプテン「暖かくてサッカーをするには良い環

境。なでしこリーグ1部昇格をめざして、今回のキャンプで

しっかり準備したい」

　谷口博志監督「西南大規模公園の設備も良いし、町の気候

も良いため黒潮町での合宿を決めた。なでしこリーグ一部昇

格をめざしていきたい」

◆岡山湯郷 Belle 2月28日（火）～3月3日（金）
く み

ひろ し

　竹内湖舶主将「良い環境で練習できて嬉しい。人間性や技

術など、このキャンプ期間中にしっかり磨いていきたい」

　闍岡将二監督「富山県では雪の影響で外での練習がまだで

きないため、ありがたい思いでいっぱい。1日中プレーでき

る環境にいるため、選手らにはフルで行ってもらいたい」

◆高岡法科大学硬式野球部 3月2日（木）～8日（水）
こ はく

しょう じ

　藤原大智主将「1週間、1日中、野球のことを考え、無駄な

時間なく練習したい。今シーズンは勝つことにこだわってや

っていきたい」

　橋上秀樹監督「良いグラウンドで実戦に近い練習ができる。リ

ーグに向けての最終調整を黒潮町で行い、今年は優勝したい」

◆新潟アルビレックスベースボールクラブ 3月10日（金）～20日（月）
だい ち

ひで きはし がみ

　大磯佑太郎主将「黒潮町での合宿が、今年初めての外でのプ

レーとなる。しっかり量をこなしていきたい。春季リーグで優勝

し、入れ替え戦に勝利して最短での1部復帰をめざしたい」

　平間康允監督「合宿では、離脱者を1人も出さず、全員で帰り

たい。春季リーグを優勝し、入れ替え戦を勝ち抜いて1部復帰し

たい」

◆札幌学院大学硬式野球部 3月11日（土）～20日（月）
ゆう た ろう

こう すけ

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

佐
賀
中
学
校
で
魚
の
調
理
実
習

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の「
食
」に
つ
い

て
の
勉
強
会

　
２
月
２０
日
（
月
）
、（
一
社
）
黒
潮
町
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
『
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
「
食
」
に
つ
い
て
の
勉
強
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
株
）
の
守
護
彰
浩
代
表
取
締
役
。
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
な
ど
食
に
制

限
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
理
解
や
、「
違

い
よ
り
も
、
共
通
点
を
見
る
」
こ
と
に

よ
る
料
理
の
工
夫
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
実
際
に
高
知
県
名
物
の

田
舎
寿
司
を
例
に
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
で
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ
ツ
オ
だ
し
で

は
な
く
、
昆
布
だ
し
を
使
用
す
る
な
ど
、

ア
イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
南
ア
フ
リ
カ
出
身
で
黒
潮
町
在
住
の

テ
ィ
モ
ニ
ー
ク
さ
ん
は
、
実
際
に
、
ヴ

ィ
ー
ガ
ン
と
し
て
日
本
で
困
難
だ
っ
た

こ
と
や
そ
の
中
で
も
嬉
し
か
っ
た
対
応

な
ど
、
経
験
談
を
話
し
ま
し
た
。

　
２
月
１５
日
（
水
）
、
佐
賀
中
学
校
で
魚

料
理
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
食

生
活
改
善
推
進
員
（
食
改
）
が
学
校
を
訪

問
し
、
魚
の
煮
付
け
、
野
菜
を
た
く
さ

ん
使
っ
た
副
菜
・
汁
物
、
デ
ザ
ー
ト
な

ど
多
く
の
調
理
を
し
ま
し
た
。

　
魚
の
煮
付
け
の
調
理
で
は
、
魚
の
口

か
ら
割
り
ば
し
を
入
れ
、
捌
か
ず
に
内

臓
を
取
り
出
す
つ
ぼ
抜
き
を
体
験
し
ま

し
た
。
生
徒
ら
は
初
め
て
行
う
作
業
も

あ
り
ま
し
た
が
、
食
改
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
手
際
よ
く
調
理
を
す

す
め
て
い
ま
し
た
。

　
調
理
後
、
生
徒
ら
は
、「
初
め
て
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
新
し
い
料
理
を

習
得
で
き
て
よ
か
っ
た
。
家
で
も
や
っ

て
み
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
食
改
の
饌
田
佐

恵
さ
ん
か
ら
、「
魚

料
理
は
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
も
な

る
の
で
、
若
い
う
ち

か
ら
食
べ
て
ほ
し
い
。

お
家
で
も
ぜ
ひ
料

理
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の

話
も
あ
り
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

し
ゅ

ご

あ
き

ひ
ろ
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「
上
林
暁
顕
彰
会
」
に
よ
り
、
町
内

小
中
学
生
の
作
文
を
対
象
に
授
与
さ
れ

る
あ
か
つ
き
賞
は
、
今
回
は
２７
点
の
応

募
の
中
か
ら
優
秀
作
品
８
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

○
受
賞
者
・
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

　
南
郷
小
　
１
年
　
村
上
　
稜
太

　
「
学
校
に
い
き
た
い
よ
」

　
南
郷
小
　
２
年
　
大
西
　
将
仁

　
「
三
年
目
の
秋
ま
つ
り
」

　
南
郷
小
　
３
年
　
田
井
地
　
焚
美

　
「
ぼ
く
と
フ
ッ
カ
」

　
上
川
口
小
　
３
年
　
岡
田
　
壮
大

「
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
体
け
ん
で
思
っ
た
こ
と
」

　
南
郷
小
　
４
年
　
村
上
　
颯
平

　
「
ぶ
ん
た
ん
の
し
ゅ
う
か
く
の
手
伝
い
」

　
南
郷
小
　
５
年
　
植
田
　
め
い

　
「
ゆ
っ
く
り
で
え
え
け
ん
ね
。
」

　
拳
ノ
川
小
　
６
年
　
豊
田
　
悠
斗

　
「
陸
上
三
冠
王
を
目
ざ
し
て
」

　
田
ノ
口
小
　
６
年
　
山
中
　
心
優

　
「
『
砂
浜
』
の
あ
し
あ
と
は
夢
へ
続
く
」

　
大
方
あ
か
つ
き
館
主
催
「
第
２３
回
に

が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・
感
想
画
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
お
い
て
、
３０
点
が
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

○
受
賞
者
・
受
賞
作
品
（
敬
称
略
）

◆
ク
ジ
ラ
大
賞

　
【
小
学
生
未
満
の
部
】

　
古
津
賀
保
育
所
　
文
野
　
維
月

　
「
か
ぼ
ち
ゃ
ス
ー
プ
の
お
ふ
ろ
」

　
【
１
年
生
の
部
】

　
佐
賀
小
　
松
田
　
栄
歩

　
「
タ
コ
と
だ
い
こ
ん
」

　
【
２
年
生
の
部
】

　
入
野
小
　
小
橋
　
宏
政

　
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」

　
【
３
年
生
の
部
】

　
南
郷
小
　
石
橋
　
愛
海

　
「
先
生
し
ゅ
く
だ
い
わ
す
れ
ま
し
た
」

　
【
４
年
生
の
部
】

　
南
郷
小
　
山
本
　
芙
羽
里

　
「
オ
ム
ラ
イ
ス
か
あ
ち
ゃ
ん
」

　
【
５
年
生
の
部
】

　
入
野
小
　
西
嶋
　
李
珠

　
「
ね
こ
は
る
す
ば
ん
」

　
【
６
年
生
の
部
】

　
佐
賀
小
　
西
村
　
胡
音

　
「
い
た
ず
ら
神
さ
ま
」

　
【
小
学
生
以
上
の
部
（
一
般
）
】

　
水
野
　
小
百
合

「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
物
語
　
だ
れ
も
知

ら
な
い
小
さ
な
国
」

◆
イ
ル
カ
賞

　
【
小
学
生
未
満
の
部
】

　
愛
聖
保
育
所
　
田
中
　
花

　
「
だ
い
す
き
　
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ
」

　
佐
賀
保
育
所
　
桜
木
　
澪

　
「
ふ
う
せ
ん
ど
り
」

　
く
じ
ら
保
育
所
　
藤
原
　
楽

　
「
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」

　
【
１
年
生
の
部
】

　
南
郷
小
　
多
田
　
唯
人

　
「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

　
拳
ノ
川
小
　
畦
地
　
真
寿

　
「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
マ
フ
ラ
ー
」

　
佐
賀
小
　
今
西
　
杏

　
「
い
き
も
の
　
お
と
な
に
な
っ
た
ら
？
」

　
【
２
年
生
の
部
】

　
入
野
小
　
阿
部
　
寅
次
郎

　
「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」

　
入
野
小
　
大
原
　
愛
歌

　
「
か
ち
か
ち
山
」

　
入
野
小
　
山
口
　
楓

　
「
さ
る
か
に
」

　
【
３
年
生
の
部
】

　
佐
賀
小
　
今
西
　
條

　
「
お
す
し
や
さ
ん
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　
田
ノ
口
小
　
松
本
　
貫
汰

　
「
三
ま
い
の
お
ふ
だ
」

　
田
ノ
口
小
　
有
友
　
日
葵

　
「
お
む
す
び
さ
ん
ち
の
た
う
え
の
ひ
」

　
【
４
年
生
の
部
】

　
南
郷
小
　
大
島
　
あ
か
り

　
「
お
く
り
も
の
」

　
田
ノ
口
小
　
ハ
ジ
ィ
フ
　
美
瑠

　
「
走
れ
！
カ
ネ
イ
ノ
チ
！
」

　
入
野
小
　
田
上
　
紗
衣

　
「
キ
ツ
ネ
山
の
夏
休
み
」

　
【
５
年
生
の
部
】

　
入
野
小
　
樋
口
　
歌
子

　
「
ネ
コ
の
ピ
ー
ト
　
四
つ
の
ボ
タ
ン
」

　
南
郷
小
　
宮
尾
　
誓
太

　
「
や
ま
た
の
お
ろ
ち
」

　
佐
賀
小
　
永
森
　
心
結

「
た
ぬ
き
が
の
っ
た
ら
へ
ん
し
ん
で

ん
し
ゃ
」

　
【
６
年
生
の
部
】

　
佐
賀
小
　
伊
与
木
　
奏

　
「
地
獄
め
ぐ
り
の
橋
」

　
佐
賀
小
　
菅
沼
　
進
之
丞

　
「
ど
こ
い
っ
た
ん
」

　
南
郷
小
　
宗
闢
　
稀
々

　
「
ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」

◆
図
書
館
長
特
別
賞

　
佐
賀
小
１
年
　
川
闢
　
つ
き
ひ

　
「
チ
ロ
リ
の
ま
な
ざ
し
」

第
33
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰

い

つ
き

ぶ
ん

の

り
ょ
う

た

む
ら

か
み

ま
さ

ひ
と

お
お

に
し

そ
う

だ
い

お
か

だ

ゆ
う

と

と
よ

だ

み

う

や
ま

な
か

そ
う

へ
い

む
ら

か
み

う
え

た

た
き

び

た

い

ち

え
い

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

と

ま
つ

だ

ひ
ろ

ま
さ

こ

ば
し

あ

み

い
し

ば
し

り

ず

に
し

じ
ま

こ

と

に
し

む
ら

は
な

た

な
か

み
お

さ
く
ら

ぎ

ふ

わ

り

や
ま

も
と

さ

ゆ

り

み
ず

の

が
く

ふ
じ

は
ら

ゆ
い

と

た

だ

ま

ひ
ろ

あ
ぜ

ち

か
ん

た

ま
つ

も
と

ひ

な
た

み

り
ゅ
う

あ
り

と
も

あ
ん

い
ま

に
し

ま
な

か

お
お

は
ら

さ

いこた

た
の

う
え

か
え
で

や
ま

ぐ
ち

う
た

ひ

ぐ
ち

せ
い

み
や

お

と
ら

じ

ろ
う

あ

べ

こ
こ

ち

な
が

も
り

き

そ
う

い

よ

し
ん

す
け

の

す
が

ぬ
ま

の

の

そ
う

ざ
き

か
わ

さ
き

じ
ょ
う

い
ま

に
し

お
お

し
ま

第
23
回
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
発
表

受賞者の皆さん
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未
来
型
カ
フ
ェ
体
験

　
２
月
３
日
（
金
）
、
修
学
旅
行
中
に
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
東

京
・
日
本
橋
に
あ
る
「
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
外
出
困
難
者
で
あ
る
従

業
員
の
方
（
＝
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
の
遠
隔
操
作
に
よ

り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
し

い
形
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　
私
た
ち
は
代
表
取
締
役
の
吉
藤
オ
リ
ィ
さ
ん

か
ら
お
話
を
伺
い
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ（
オ
リ
ヒ
メ
）
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
の
、「
働
く
こ
と
が

で
き
て
笑
顔
が
増
え
た
」「
人
生
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
働
く
こ

と
の
楽
し
さ
や
嬉
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
Ｗ

ｅ
ｌ
ｌ
―

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
（
持
続
的
幸
福
）
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
、

自
分
の
生
き
方
を
考
え
直
す
と
と
も
に
、
新
た

な
価
値
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
方
高
校
　
２
年
　
西
村
　
美
咲
）

み

に
し

む
ら

よ
し

ふ
じ

さ
き

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

こ
れ
か
ら
も
つ
な
い
で
ね
、
地
域
と
学
校

　
３
月
１１
日
は
、「
田
ノ
ぴ
ー
フ
ェ
ス
」
〜
地
域

と
学
校
が
つ
な
が
ろ
う
〜
の
思
い
を
込
め
て
、

小
学
校
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た

ち
の
「
地
域
を
元
気
に
」
と
い
う
思
い
を
、
保

護
者
が
叶
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
会
場
も
設
営
さ
れ
、
あ
ち

こ
ち
に
は
ポ
ス
タ
ー
も
張
ら
れ
て
い
て
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
と
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
に
で
き
た
こ
と
は
、
校

区
の
ポ
ス
タ
ー
配
り
と
一
軒
一
軒
声
を
か
け
て

訪
ね
て
「
イ
ベ
ン
ト
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
す
る
こ
と
で
し
た
。
本
番
で
は
、
予
想
以

上
の
お
客
さ
ん
が
来
て
楽
し
く
過
ご
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
も
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス

を
販
売
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
学

校
、
い
い
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
卒
業
し
た
後
も
つ
な
い
で

ほ
し
い
で
す
。

（
田
ノ
口
小
学
校
　
６
年

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
イ
・
ブ
ラ
ウ
ン
）

1
年
間
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
び

　
ぼ
く
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
ゴ

ミ
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
世
界
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
勉
強

し
ま
し
た
。
次
に
、
近
く
に
ど
れ
だ
け
ご
み
が

あ
る
の
か
調
べ
る
た
め
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

と
地
域
ク
リ
ー
ン
に
行
き
ま
し
た
。
ご
み
を
減

ら
す
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
、
ぼ
く
は
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
区
長
さ
ん

に
渡
し
ま
し
た
。
み
ん
な
は
ポ
ス
タ
ー
や
か
ん

ば
ん
を
地
域
に
置
い
た
り
、
ビ
オ
ス
の
浜
へ
の

通
り
道
に
置
い
た
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ご

み
は
減
り
ま
し
た
が
ゴ
ミ
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
地
域
の
人
に
も
う
一
度
直

接
伝
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
ポ

ス
タ
ー
を
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
２
月
に

直
接
渡
し
に
行
き
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
渡
せ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
３
月
の
参
観
日
で
は
み
ん

な
で
げ
き
を
し
て
１
年
間
の
学
び
を
発
表
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ゴ

ミ
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

　
み
ん
な
も
家
で
ご

み
を
へ
ら
し
て
ご
み

を
捨
て
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
て
ほ
し
い

で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
３
年
　
宗
闢
　
瑚
太
朗
）

ろ
う

た

こ

ざ
き

そ
う
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令和5年度当初予算

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
黒
潮
町
当

初
予
算
編
成
基
本
方
針
お
よ
び
黒
潮
町

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
感
染
予
防
の
継
続

と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
た
経

済
対
策
の
推
進
」「
製
造
業
と
一
次
産
業

を
軸
に
し
た
新
産
業
創
造
事
業
の
取
り

組
み
」「
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
の
包

括
的
な
支
援
体
制
の
強
化
」「
黒
潮
町
版

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
に
よ
る

地
域
社
会
の
構
築
」「
自
ら
考
え
判
断
し

行
動
で
き
る
力
、学
び
続
け
る
力
の
育
成
」

「
全
て
の
自
然
災
害
に
対
す
る
『
防
災
・
減

災
』
施
策
の
推
進
」「
移
住
・
定
住
対
策
の

推
進
及
び
安
全
な
住
宅
地
の
形
成
」「
高

規
格
道
路
の
早
期
完
成
と
関
連
事
業
の

推
進
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
な

ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
１
）の
展
開
と
Ｄ
Ｘ（
※
２
）

活
用
に
よ
る
『
新
し
い
時
代
』
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
９
点
を
重
点

項
目
と
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
予
算
の
計
上
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
黒
潮
町
の
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
比
２
・
２
％
　
（
２
億

３
千
５
０
０
万
円
）
増
の
１
０
９
億
８
千
５

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

１１

個
の
特
別
会
計
を
加
え
て
重
複
分
を
除

い
た
純
合
計
は
１
４
４
億
６
７
５
万
３
千

円
で
１
・
９
％（
２
億
６
千
４
２
２
万
６
千

円
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、
高

規
格
幹
線
道
路
等
関
連
公
共
施
設
整
備

促
進
事
業
工
事
、
幡
多
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
清
掃
費
負
担
金
な
ど
の
普
通

建
設
事
業
費
、補
助
費
な
ど
の
増
加
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
４
年
連
続
１
０
０
億
円
を
超
え
る
大

型
予
算
と
な
り
、
後
年
度
へ
の
財
政
負
担

を
最
小
限
と
す
る
た
め
に
も
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１
　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
の
略
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界

を
め
ざ
す
た
め
の
国
際
目
標
。

※
２
　
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
略
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ

て
人
々
の
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
変

革
す
る
こ
と
。

　
歳
入
は
、
町
税
８
億
３
千
４
６
３
万
６

千
円
（
前
年
度
比
４
・
５
％
増
）な
ど
自
主

財
源
が

３３
億
９
千

６７
万
５
千
円
（
構
成

比
３０
・
９
％
）、
地
方
交
付
税

４１
億
円
（
前

年
度
比
２
・
４
％
減
）な
ど
、
依
存
財
源
は

７５
億
９
千
４
３
２
万
５
千
円
（
構
成
比

６９

・
１
％
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は

１１
億
７
千
７
４
０
万
円
（
前
年

度
比

２３
・
５
％
増
）で
、臨
時
財
政
対
策
債

（
赤
字
地
方
債
）２
千
万
円
、
過
疎
対
策

事
業
債
６
億
８
千

２０
万
円
、
公
営
住
宅

建
設
事
業
債
１
億
６
千
２
５
０
万
円
、
旧

合
併
特
例
事
業
債
１
億
９
千
３
７
０
万
円
、

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
の

起
債
残
高
は
１
０
５
億
１
千
２
７
０
万
１

千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
財
政
調
整
基
金
や

特
目
基
金
な
ど

１０
億
９
千

９７
万
６
千
円

（
前
年
度
比

２３
・
１
％
増
）
を
予
定
し
て
お

り
、令
和
５
年
度
末
の
基
金
残
高
は

４６
億

１
千
６
８
８
万
５
千
円
の
見
込
み
で
す
。
 

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額
の
多
い

順
に
総
務
費

２５
億
２
千
３
９
２
万
４
千

円
（
前
年
度
比
４
・
８
％
減
）
、
民
生
費

２４

億
７
２
８
万
２
千
円
（
前
年
度
比
２
・
７
％

増
）
、
公
債
費

１６
億
３
千
３
５
１
万
８
千

円
（
前
年
度
比
３
・
１
％
増
）で
、
上
位
３

部
門
の
み
で
全
体
の

５９
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が
人
件

費
１６
億
８
千
３
６
５
万
２
千
円
（
前
年
度

比
０
・
３
％
減
）、
扶
助
費
６
億
５
千

６９
万

黒潮町の一般会計当初予算は

109億8,500万円です
黒潮町の一般会計当初予算は

109億8,500万円です
黒潮町の一般会計当初予算は

109億8,500万円です
― 前年度比2.2％（2億3,500万円）の増額となりました ―

2023（令和5）年度

一
般
会
計
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出
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令和5年度当初予算

５
千
円
（
前
年
度
比
８
・
０
％
増
）
、
公
債

費
な
ど
３９
億
６
千
７
８
６
万
５
千
円
（
構

成
比
３６
・
１
％
）
を
計
画
し
、
投
資
的
経
費

は
普
通
建
設
事
業
１７
億
４
千
６
５
１
万

７
千
円
（
前
年
度
比
３
・
４
％
増
）
な
ど
１７

億
７
千
２
４
８
万
２
千
円
（
構
成
比
１６
・
１

％
）
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る
た

め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ
た

会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、一
般
会
計
と
重
複
す
る

給
与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
を
除
い
て

１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

住 宅 新 築 資 金 232万7千円

宮 川 奨 学 資 金 1,482万2千円

情 報 セ ン タ ー 3億1,646万1千円

国 民 健 康 保 険 17億5,073万1千円

介 護 保 険 18億1,958万9千円

介 護 サ ー ビ ス 1,939万6千円

農 業 集 落 排 水 8,915万8千円

漁 業 集 落 排 水 851万4千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億3,601万2千円

水 道 事 業 2億7,194万6千円

国 民 健 康 保 険 直 診 6,167万4千円

◆ 製造業と一次産業を軸にした新産業

    創造事業の取り組み

　地場産品外商力強化事業� 139万9千円

　地場産品商社機能拡充事業� 130万4千円

　園芸用ハウス整備事業�  6,287万円

　農業次世代人材投資資金「経営開始型」�1,237万5千円

　新規就農者育成総合対策事業� 2,737万5千円

　ほ場整備事業� 4,816万7千円

　投石魚礁設置事業� 1,190万円

　新規漁業就業者支援事業� 200万円

　漁船導入支援事業� 500万円

　新漁業等挑戦促進事業� 135万円

　佐賀地区漁業集落環境整備事業� 3,382万8千円

　新たな森林管理システム調査事業� 1,000万円

　松くい虫防除対策� 537万2千円

　有害鳥獣被害防止対策事業� 2,386万4千円

◆ 妊娠期から子育てまでの包括的な支援体制の強化

　在宅子育て応援事業補助金� 1,862万円

　小中学生医療助成事業� 1,534万6千円

　乳幼児医療助成事業� 1,189万4千円

　不妊治療補助金� 40万円

　妊婦乳児一般健康診査� 454万6千円

　出産・子育て応援交付金事業� 450万円

◆  カーボンニュートラル社会などSDGsの展開と

　  DX活用による「新しい時代」に対応したまちづ

　  くりの推進

　地球温暖化対策実行計画（事務事業編）改定業務委託�154万6千円

　スマート自治体の構築事業� 6,667万円

　保育のICT化対応� 882万1千円

令和5年度　9つの重点項目事業

特
 

別
 

会
 

計

◆ 新型コロナウイルス感染症における感染予防の継続と

　 ウィズコロナの時代を見据えた経済対策の推進

◆ 黒潮町版地域包括ケアシステムの深化による地域社会の構築

　あったかふれあいセンター事業委託� 7,110万円

　集落活動支援センター活動支援費�1,397万8千円

　デジタル化実証支援事業� 1,000万円

　重層的支援体制整備支援事業� 5,654万6千円

◆ 自ら考え判断し行動できる力、学び続ける力の育成

　学校支援員配置事業（小学校・中学校）�  2,493万円

　ふるさとキャリア教育� 324万7千円

　外国語教育専門員� 294万3千円

　ICT支援員配置委託� 930万6千円

　大方高校支援事業費� 6,786万2千円

　黒潮町「総合的な学習の時間」授業力向上支援委託� 271万7千円

◆ 全ての自然災害に対する『防災・減災』施策の推進

　木造住宅耐震改修事業� 1億2,395万8千円

　ブロック塀対策費補助金� 300万円

　事前復興まちづくり計画策定委託�2,507万6千円

◆ 移住・定住対策の推進及び安全な住宅地の形成

　町営住宅整備事業� 3億4,118万7千円

　定住促進住宅整備事業� 5,000万円

　移住者支援事業� 2,671万3千円

◆ 高規格道路の早期完成と関連事業の推進

　高規格道路等関連施設整備事業�1億7,575万3千円

コロナ対策に特化した予算計上は行っていません。

これまでの各種事業の効果・検証を行い、必要な

施策を推進していきます。
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令和5年度当初予算
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令和5年度一般会計当初予算の内訳

歳出（目的別）
特定財源・一般財源の別

一般財源

48.3%

53億813万6千円

特定財源

51.7%

56億7,686万4千円

依存財源・自主財源の別

依存財源

69.1%

75億9,432万5千円

自主財源

30.9%

33億9,067万5千円

教育費　5.7%

6億3,007万2千円

農林水産業費　6.1%　

6億7,101万6千円

商工費　2.3%

2億5,167万8千円

衛生費　7.6%

8億3,215万5千円

衛生費　7.6%

8億3,215万5千円

消防費　5.4%

5億9,560万1千円

消防費　5.4%

5億9,560万1千円

公債費　14.9%

16億3,351万8千円

民生費　21.9%

24億728万2千円

その他　1.4%

1億4,951万1千円

総務費　23.0%

25億2,392万4千円

分担金・負担金

0.2%

2,418万2千円

使用料・手数料

2.8%

3億628万4千円

譲与税・交付金

3.4%

3億7,350万円

その他　0.7%

6,925万3千円

災害復旧事業費

0.2%

2,596万5千円

人件費　15.3%

16億8,365万2千円

公債費　14.9%

16億3,351万8千円

普通建設事業費　15.9%

17億4,651万7千円

物件費　22.1%

24億2,766万2千円

補助費等　15.4%

16億9,025万9千円

繰出金　9.6%

10億5,747万9千円

人件費　15.3%

16億8,365万2千円

公債費　14.9%

16億3,351万8千円

普通建設事業費　15.9%

17億4,651万7千円

物件費　22.1%

24億2,766万2千円

補助費等　15.4%

16億9,025万9千円

繰出金　9.6%

10億5,747万9千円

扶助費

5.9%

6億5,069万5千円

土木費　11.7%

12億9,024万3千円

歳　　入 歳出（性質別）

その他　10.4%

11億3,459万7千円

地方交付税　37.3%

41億円

国庫支出金　9.6%

10億5,742万7千円

県支出金　8.1%

8億8,599万8千円

繰入金　9.9%

10億9,097万6千円

町債　10.7%

11億7,740万円

町税　7.6%

8億3,463万6千円

その他　10.4%

11億3,459万7千円

地方交付税　37.3%

41億円

国庫支出金　9.6%

10億5,742万7千円

県支出金　8.1%

8億8,599万8千円

繰入金　9.9%

10億9,097万6千円

町債　10.7%

11億7,740万円

町税　7.6%

8億3,463万6千円
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令和5年度当初予算

○お問い合わせ　本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

当初予算÷人口＝町民1人当たり…　

1,055,135円

町
民
1
人
当
た
り
の

　
　
　
予
算
の
使
い
道

庁舎の維持管理、財政、地籍

調査、選挙、人事、企画、税

や戸籍に関する事務など、全

般的な事務にかか

る経費です。

総　務　費

242,429円

農林漁業の推進や、新規就農

者・漁業者推進にかかる経費

です。ほかにも農道整備、漁

港整備に使われています。

農林水産業費

64,453円

防災無線・消防設備・消防団

にかかる防災経費や、災害対

策にかかる経費です。

消　防　費

57,209円

議会の運営経費や災害復旧費

にかかる経費などです。

そ　の　他

14,361円

し尿処理などの環境保全、健

康増進への取組、予防接種な

どの疾病予防にかかる経費で

す。

衛　生　費

79,930円

道路・河川・橋の整備や点検

など、地域のインフラ整備に

かかる経費です。

土　木　費

123,931円

町が借りたお金を支払うため

に使われる経費です。

公　債　費

156,903円

高齢者や体に不自由がある人

に対して、福祉の充実に使わ

れる経費です。また、子育て

支援などにも使

われます。

民　生　費

231,225円

観光やスポーツツーリズムの

推進、地域の商工業推進にか

かる経費です。

商　工　費

24,174円

小中学校の運営や人権教育の

推進、生涯学習活動にかかる

経費です。

教　育　費

60,520円

令和5年度当初予算のうち、一般会計にお

いて町民1人当たりに使われるお金は次

のようになります。

※令和4年12月31日現在の人口（10,411

人）で算出
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大方地域

佐賀地域

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10:00～11:00

※09:30～10:30

上田の口集会所上 田 の 口 健 康 相 談
17日（月）

地域子育て支援センター愛 育 相 談

18日（火） 13:15～14:15

10:00～11:00

田野浦避難集会所田 野 浦 健 康 相 談

21日（金）

28日（金）

入野本村集会所入 野 本 村 健 康 相 談

あったかふれあいセンター北郷北 郷 健 康 相 談

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

9日（火） 9:30～10:30王迎集会所王 迎 健 康 相 談

※008:30～9:30

有井川集会所

特 定 健 診

※007:30～9:00胸 部 検 診

※008:00～9:00胃 が ん 検 診

10日（水） ※008:00～9:30大 腸 が ん 検 診

※13:30～14:30特 定 健 診

※13:00～14:00旧伊田小学校胸 部 検 診

※13:30～14:30大 腸 が ん 検 診

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
中
旬
か
ら
5
月
上
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

個別にお知らせ総合センター乳 児 健 診21日（金）

10:00～11:00あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）愛 育 相 談24日（月）

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43―2836

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373

注）表中の※印は、受付時間となります。

・高知県救急医療情報センター　蕁088－825－1299

年中無休・24時間対応。救急対応の医療機関をご案内します。

・こうちこども救急ダイヤル　♯8000 または 蕁088－873－3090

午後8時から午前1時まで。夜間にお子さんの具合が悪くなり、心配な時にご利用ください。

・高知県の救急医療電話　♯7119 または 蕁088－823－9922

急な病気やけがで救急車を呼ぶか、病院に行くか迷った時にご利用ください。

月日（曜） 四万十市

木俵病院 蕁34－1211

中村病院 蕁34－3177

宿毛市（0880）

大井田病院 蕁63－2101

幡多けんみん病院 蕁66－2222

30（日）

5/3（水）

四万十市立市民病院 蕁34－2126

大野内科 蕁37－5281

小原外科胃腸科 蕁35－0108

筒井病院 蕁66－0013

いなげ胃腸科内科 蕁62－1113

川村内科クリニック 蕁66－2911

4/16（日）

23（日）

29（土）

中村クリニック 蕁34－5100 奥谷整形外科 蕁63－120214（日）

さくらクリニック 蕁35－2555

森下病院 蕁34－2030

四万十市立市民病院 蕁34－2126

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

田村内科クリニック 蕁63－1668

筒井病院 蕁66－0013

4（木）

5（金）

7（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては変更となる場合があります。その場合はホームページへの掲示やマイク放送でお知らせします。
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鈴出張診療（10:00～12:00）

外来診療（15:00～17:00）

伊与喜出張診療（10:00～12:00）

外来診療（14:00～17:00）

伊与喜出張診療（10:00～12:00）

外来診療（14:00～17:00）

川田先生

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

3

午前

午後

診療

■拳ノ川診療所 4月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111

所長　澤田　努

診療時間　午前9時～正午（受付午前11時30分まで）　　午後2時～午後5時（受付午後4時まで）

　　　　　＜月曜日のみ＞　午前9時～午前11時（受付午前10時30分まで）
　　　　　　　　　　　　　午後12時30分～午後2時（受付午後1時50分まで）　午後2時30分～午後5時（受付午後4時まで）��

出張診療日について 鈴出張診療所／4月から、水曜日に変わります。　伊与喜張診療所／4月から、金曜日に変わり、月2回になります。

4

午前

午前

5

診療

6 7

診療

10

午前

午後

診療

外来診療（幡多医師会）

外来診療（幡多医師会）

11

休診

休診

休診

12 13

休診

川田先生

14

17

午前

午後

診療

外来診療（幡多医師会）

18

診療

診療

診療

19

診療

20 21

診療

24

午前

午後

診療

外来診療（幡多医師会）

診療（11:00まで）

休診

25 26

休診

27 28

「熱が出た」「風邪症状がある」方は、受診前に 電話で診察時間を確認してから受診してください。感染症対策のため、ご協力をお願いします。

地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信

町内在住（もしくは祖父母が在住）で、保育所・幼稚園に
通っていない就学前の乳幼児とその保護者（家族）。また、
妊婦の方、里帰り中の方も利用できます。※保育所や幼
稚園に通っている人や、小・中・高校生などは利用をご
遠慮いただいています。

これからママ・パパになる人も気軽に遊びに来てください。
外出を控えている方が多いと思いますが、電話での相談
も行っていますので、気軽にお電話ください。　

【活動内容】

★フリーデー
　毎週月曜日～金曜日
　午前9時～正午、午後1時～午後4時45分
　室内遊具や絵本など親子で自由に楽しめます。

★佐賀おでかけ広場　
　佐賀地域へ出張します。親子で自由に楽しめます。
　大方地域の地域子育て支援センターも開所しています。

★子育て相談
　毎週月曜日～金曜日
　午前9時～正午、午後1時～午後5時
　電話相談、来所相談、家庭訪問を行います。

★いっしょに遊ぼう　午前10時30分～午前11時
〇英語であそぼう　13日（木）
　黒潮町国際交流員（CIR） クレーマ・リンストロームさん
〇4月生まれさんの誕生会　27日（木）

★第1回「子育て講座」
　20日（木）午前10時30分～午前11時30分
　「0才からのリトミック」
　講師　かみおかぴあの教室　上岡　純子さん
　場所　地域子育て支援センター

★佐賀おでかけ広場
　毎週火曜日　午前9時～午前11時
○4月生まれさんの誕生会　25日（火）
　場所　あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）
　　　　蕁31－4807
　（悪天候の日はおでかけできない場合があります。）

○相談・お問い合わせ　地域子育て支援センター（大方中央保育所内）　蕁43－0512

　地域子育て支援センターでは、子育て中の親子が安心して地域で

暮らし、子育ての喜びを分かち合える「場」や、保護者や子どもたちが

交流できる「場」の提供をしています。出産や育児の悩みや日々の暮らしの相談にのり、楽しく子育てができるよう

にお手伝いします。大人・子ども・みんなの遊び場、支援センターにお気軽に遊びに来てください。

4月の予定

（各種事情により、急遽変更になる場合があります。お電話でご確認ください。）

【利用対象】　
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健

知

袋

康

恵

マ
ダ
ニ
を
見
た
の
は
マ
ダ
２
回

野外では、腕・足・首など、肌の露出を少なくしましょう

マダニから身を守る服装 

半ズボンやサンダル履きは
不適当です!

首にはタオルを巻くか、
ハイネックのシャツを
着用しましょう。

シャツの袖口は
軍手や手袋の中に
入れましょう。

シャツの裾はズボン
の中に入れましょう。

ハイキングなどで山林に入る

場合は、ズボンの裾に靴下
を被せましょう。

農作業や草刈などでは

ズボンの裾は長靴
の中に入れましょう。

◆
マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に
ご
注
意
を

　
暖
か
く
な
り
、
外
出
が
楽
し
い
季
節

到
来
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
紫
外
線
、

暑
さ
、
虫
…
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
な
ら

で
は
の
悩
み
も
出
現
し
ま
す
。
マ
ダ
ニ

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
マ
ダ
ニ
の
多
く

は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活
発
に

な
り
、
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス

性
感
染
症
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
や
日
本
紅
斑
熱
が

増
加
し
ま
す
。

　
発
症
す
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
も
多

く
、
有
効
な
治
療
法
も
ワ
ク
チ
ン
も
な

い
た
め
、
感
染
予
防
が
特
に
重
要
で
す
。

　
　

◆
マ
ダ
ニ
っ
て
ど
ん
な
ダ
ニ
？

　
マ
ダ
ニ
は
、
食
品
な
ど
に
発
生
す
る

コ
ナ
ダ
ニ
や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る

ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家
庭
内
で
生
息
す
る

ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
類
は
、
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ

た
比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で
３
〜
４
㎜
）

の
ダ
ニ
で
す
。

　
春
か
ら
夏
（
５
〜
８
月
）
に
か
け
て
、

流
行
し
ま
す
。
主
に
森
林
や
草
地
な
ど

の
野
生
動
物
が
出
没
す
る
環
境
に
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
民
家
の
裏
山
や

裏
庭
、
畑
、
あ
ぜ
道
な
ど
に
も
生
息
し

て
い
ま
す
。

◆
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」

　
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
と
は

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ

類
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
、
発

症
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
で
す
。

◆
予
防
に
つ
い
て

　
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
な
く
、
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

○
マ
ダ
ニ
を
持
ち
込
ま
な
い

・
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

い
な
い
か
確
認
を
す
る
。

・
ガ
ム
テ
ー
プ
を
使
っ
て
服
に
付
い
た

ダ
ニ
を
取
り
除
く
方
法
も
効
果
的
で

す
。

◆
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も
痛
み
や
痒
み

は
少
な
く
、
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
ら

つ
ぶ
し
た
り
、
無
理
に
引
き
抜
い
た
り

せ
ず
に
医
療
機
関
で
処
置
を
受
け
て
く

だ
さ
い
（
マ
ダ
ニ
を
無
理
に
取
り
除
こ

う
と
す
る
と
、
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

内
に
残
り
、
化
膿
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
数
週

間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
は
す

ぐ
に
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

フタトゲチマダニ

タカサゴキララマダニ

感染症名 潜伏期間 治療薬
症　　状

初期症状 特　　長

SFTS

（マダニが媒体）

なし

（対症療法のみ）
6～14日

倦怠感、

悪寒、

急な発熱

（38～40℃）

■消化器症状

食欲不振、嘔気、嘔吐、腹痛、下痢

など

■その他の症状

頭痛、筋肉痛、神経症状、リンパ節

腫脹など

日本紅斑熱

（マダニが媒体）

あり

（抗菌薬など）
2～8日

■発疹

発熱の後にやや遅れて、体幹部や四肢に米

粒大や小豆大の紅斑が出る（痛み・かゆみ

はない。手のひら紅斑が出る場合もある）。

■その他の症状

食欲不振、頭痛、筋肉痛など
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国保会計国保会計国保会計え る

～特定健康診査（特定健診）について～
　令和5年度の特定健康診査（以下、特定健診）を、町内の地域ごとの集団健診と医療機関な

どで受診する個別健診（人間ドックを含む）で実施します。

　特定健診の受診には「受診券」「問診票」が必要になりますので、「集団健診」の実施日に合わせ

て対象地域ごとに発送します。かかりつけの医療機関や人間ドックなどで「個別健診」によ

り受診される場合も、「受診券」「問診票」が必要ですので、国保係（蕁43－2800）までご連絡

ください。

※人間ドックでは、特定健診の受診券を提示することで、検査項目の一部を特定健診におき

かえる事ができ、費用が低く抑えられる場合があります。

■対象者

40歳から74歳の黒潮町国保に加入している方

（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

■受診できる期間

令和5年4月1日～令和6年3月31日まで

■受診できる場所

・集団健診：5月から各地域で順次実施します。

　　　　　　（詳しくは、広報に記載する「健康カレンダー」でご確認ください。）

　・個別健診：「かかりつけの医療機関」、または「人間ドック」で受診できます。

　　　　　　　特定健診はすべての医療機関で受けられるということではないので、

　　　　　　　詳細については医療機関または国保係までお問い合わせください。

■受診に必要なもの

①国保の保険証　　②受診券　　③問診票　

■個人負担金　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場

　　　　　　　　合は、個人負担金（実費）をお支払いしていただきますのでご注意ください。

集団健診

町内各地域

個別健診

医療機関 人間ドック実施機関または

健診当日に倦怠感や咳などの風邪症状がある場合や体調が普段と違う場合は受診をご遠慮

ください。体調が回復してから、ほかの健診会場や病院での個別受診をお願いします。
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み ん な で さ さ

○特定健診と若者健診についてのお問い合わせ

　本庁 住民課 国保係　　　　　　 　　蕁43－2800

　本庁 健康福祉課 保健衛生係　 　　　蕁43－2836

　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

○傷病手当金についてのお問い合わせ

　本庁 住民課 国保係　蕁43－2800

～「若者健康診査」について～
　黒潮町国民健康保険では、今年度も20～39歳の国保加入者を対象に「若者健康診査」（以下、若

者健診）を実施します。若者健診は、生活習慣病予防を目的とした特定健診と同じ内容の健診で、

国保の方なら受診できます。生活習慣病は自覚症状がありません。若い世代から自分の体の状態

を知っておくことが健康維持につながります。年に1回の健診を受診しましょう。

■対象者　20歳から39歳の黒潮町国保に加入している方

　           　※令和5年度内に40歳になる方は、特定健診の対象となります。

■受診できる期間　令和5年4月1日～令和6年3月31日まで

■受診できる場所

　・集団健診：5月～10月に各地域で実施する特定健診の会場

　　　　　　　（詳しくは、広報に記載する「健康カレンダー」でご確認ください。）

　・個別健診：拳ノ川診療所　（蕁55－7111）　佐賀診療所（蕁55－2037）

　　　　　　　大方クリニック（蕁43－2255）

■受診に必要なもの

　①国保の保険証　　②受診券　　③問診票

　※②と③は、お住まいの地区の集団健診の実施日に合わせてお送りします。

■健診内容　身体測定（身長・体重など）、血圧測定、尿検査、血液検査、問診、診察

■個人負担金　無料。ただし、年度中に2回以上受診した場合は、個人負担金（実費）をお支払

　　　　　　　　いしていただきますのでご注意ください。

　生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症など）の発症・重症化を予防することを目的とし

た特定健康診査・特定保健指導を実施しています。生活習慣病によるリスクに内臓脂肪型肥満

が加わった状態（メタボリックシンドローム）が長く続くと、動脈硬化が進行し、やがて脳卒中や

心筋梗塞などの致命的な病気になる可能性が大幅に増えるといわれています。

令和２年１月１日から令和５年３月３１日までの適用期間が、令和５年５月７日まで延長とな

りました。

特定健康診査・特定保健指導を受けましょう

～新型コロナウイルス感染症による傷病手当金について～

電話で事前予約をお願いします。
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介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

認知症について

介護保険広報シリーズ 204

イガ ド介護保険介護保険介護保険

　認知症は、脳の細胞がさまざまな原因で減少、または働きが悪くなったりすることによって、記憶や

判断力の障がいなどが起こった状態です。認知症が進行すると、ご飯を食べたことを覚えていない、自

分のいる場所がどこなのかわからない、できたはずのことができなくなるなど、日常的な社会生活や対

人関係に支障が生じます。

◆ 「認知症」とは

　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。最近では高齢化の進展とともに65歳以上の約7人に1人が認

知症と言われています。65歳以下の若年齢でも発症するケースもあり、決して特殊な病気ではありません。

適切な治療やケアをすることで症状を軽くしたり、進行を遅らせたりできる場合がありますので、早めにかか

りつけ医や専門医（もの忘れ外来、老年内科、精神科、神経科など）の受診をお勧めします。

◆ 病気として理解し「早期発見・早期治療」を心がける

◎こんなことはありませんか？【もの忘れ度チェック □】

　□ 最近もの忘れが目立ってきた　　　　　□ 日課をしなくなった

　□ 物の名前が出なくなってきた　　　　　□ つい最近のできごとを忘れている

　□ ささいなことで怒りっぽくなった　　　□ 時間や場所の感覚が不確かになってきた

　□ 以前はあった関心や興味が失われた　　□ ボーッとしている時間が多くなった

　□ 夜中に起き出して何かをしている（昼夜が逆転している）

　あったかふれあいセンターにて、脳のちょいトレ教室を実施しています。

　楽しくコミュニケーションをとりながら、簡単な読み・書き・計算の楽習（学習）で、認知症予防に取

り組みましょう。

◆ 脳のちょいトレ教室に参加してみませんか？

　地域包括支援センターは、高齢者などの総合相談窓口です。認知症についての相談も受け付けていま

す。お近くの認知症サポート医や、利用できる医療・介護サービスなどをご紹介するなど、認知症高齢

者を支援しています。お近くのあったかふれあいセンターでも相談を受け付けています。

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 地域包括支援センター　蕁43－2240

◆ 「地域包括支援センター」、「あったかふれあいセンター」にご相談ください

〇場　所　　　　　あったかふれあいセンターにしきの広場　　　入野5191－22

〇日　時　　　　　月によって、曜日や時間に変更があります。お問い合わせください。

〇お問い合わせ　　あったかふれあいセンターにしきの広場　　蕁43－3630

〇場　所　　　　　あったかふれあいセンターさが　　　佐賀920（旧佐賀保育所）

〇日　時　　　　　毎週月曜日　午前10時～（お休みの週もあります。お問い合わせください。）　

〇お問い合わせ　　あったかふれあいセンターさが　  蕁31－4807

チェックの数が多いほど要注意
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外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課
　
蕁

4
3
―

2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課
 
蕁

5
5
―

3
1
1
3

 　
３
月
５
日
（
日
）
、
黒
潮
町
・
四
万
十

市
・
宿
毛
市
・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道（
株
）

の
共
同
主
催
に
よ
り
小
学
生
を
対
象
と

し
た
防
災
学
習
列
車
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
貸
切
列
車
が
宿
毛
駅
と
土
佐
佐
賀
駅

の
往
復
の
間
、
列
車
内
で
の
防
災
学
習

の
ほ
か
、
列
車
か
ら
の
避
難
訓
練
、
佐

賀
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
見
学
や
防

災
食
の
試
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
ら
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
を
担
う
小

学
生
の
防
災
意
識
が
向
上
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
学
習
列
車

列車内での学習の様子

列車からの避難訓練の様子

津波避難タワー内での学習の様子

消 防 団 員 募 集
◆消防団の活動って？

　消防団は、消防本部や消防署と同じく、消防組織法に基づき、それぞれの市町村

に設置される消防機関です。消防団の活動は消火だけではありません。地域におけ

る防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わずその地域に密着し、住民の安心

と安全を守るという重要な役割を担っています。

　近年は女性の消防団への参加も増加しており、特に一人暮らしの高齢者宅への防

火訪問や応急手当の普及指導などにおいて活躍しています。

◆消防団の位置づけ

　火災や大規模災害発生時に現場へ駆けつけ、その地域での経験を活かした消火活

動・救助活動をおこなう、非常勤特別職の地方公務員です。

◆消防団に入るには

　黒潮町には14の分団があります。町内に在住の方、または職場が町内にある方が

入団可能です。

　詳しくはお住まいや職場を管轄する分団、または黒潮町役場 情報防災課（蕁43－

2188）までご相談ください。
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ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
は
、

２０
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
過
程
）
に
在
学
す
る
学
生

な
ど
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

◆
所
得
の
目
安

　
１
２
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×

３８
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請

の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て

い
る
方
で
、
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年

金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形

式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成

し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
（
年

金
証
書
）
ま
た
は
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
相
談
さ
れ
る

場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
日
時
　
４
月

２０
日（
木
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　

◆
場
所
　
佐
賀
支
所（
１
階
町
民
室
）

◆
予
約
　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
　
蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
月

２０
日（
月
）

か
ら
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
利
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）

決
済
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
決
済
は
、
対
応
す
る
決
済
ア
プ

リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
う
え
、
端
末
の
カ

メ
ラ
機
能
を
使
用
し
、
納
付
書
に
印
字

さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、
そ
の
場
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
２
月

２０
日
（
月
）
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
点
に
お
け
る
対
象
決

済
ア
プ
リ
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

・
ｄ
払
い

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
と
提
携
し
て
い

る
各
金
融
機
関
が
提
供
す
る
決
済
ア

プ
リ
を
含
む
。
）

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

　
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

相談 教育 スポーツ・健康

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
申
請
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
用
し

た
電
子
決
済
納
付
開
始
に
つ
い
て
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・

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て

i

iお金 仕事 その他

　
黒
潮
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）
で
住

民
票
の
写
し
な
ど
が
取
得
で
き
る
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

仕
事
先
や
夜
間
、
休
日
で
も
証
明
書
が

取
得
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
取
得
で
き
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し
（
本
人
お
よ
び
同
一

世
帯
の
方
）

②
印
鑑
証
明
書

※
手
数
料（
１
通
に
つ
き
２
０
０
円
）

◆
必
要
な
も
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い
る
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号（
４

桁
の
数
字
）

◆
利
用
方
法

　
ご
自
身
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
使
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機（
キ
オ
ス
ク
端
末
）の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

画
面
を
操
作
し
、
証
明
書
を
取
得
し
ま

す
。

※
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
（
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　https://lg-w
aps.go.jp/01-01.htm

l

◆
利
用
時
間

　
午
前
６
時

３０
分
〜
午
後

１１
時

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
施
日
を
除
く
。

◆
注
意
事
項

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
取
得
し
た
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

交
換
や
返
金
な
ど
の
対
応
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
住
民
票
の
発
行
制
限
な
ど
の
申
請
を

し
て
い
る
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
証
明
書
の
取
得
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
直
後

や
、
転
入
な
ど
の
住
民
異
動
届
出
を

行
っ
た
直
後
な
ど
は
、
新
し
い
情
報

が
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
の

数
日
間
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
ト
内
容

・
顔
写
真
撮
影

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
の

代
行

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
通
知
カ
ー
ド

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
申
請
書

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
や
保
険
証

な
ど
）

の
い
ず
れ
か
１
点

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
し

て
か
ら
発
行
ま
で
に
約
４
週
間
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
カ
ー
ド
は
役
場
に
届
き
、

役
場
か
ら
交
付
に
つ
い
て
の
ハ
ガ
キ
を

郵
送
し
ま
す
。

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
通
知
カ
ー
ド

・
交
付
案
内
の
ハ
ガ
キ

・
本
人
確
認
書
類（
左
記
の
Ａ
の
１
点
も

し
く
は
Ｂ
の
２
点
。
有
効
期
限
が
あ
る

も
の
は
有
効
期
限
内
に
限
り
ま
す
）

Ａ　
運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
証（
平

成
２４
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
）
・
パ

ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）・
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド（
顔
写
真
付
）・
身
体
障
害
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手

帳
・
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者
証
明

書
・
一
時
庇
護
許
可
書
・
仮
在
留
許
可

書Ｂ　
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
各
種
年

金
証
書
・
生
活
保
護
受
給
者
証
・
児
童

扶
養
手
当
証
書
・
顔
写
真
付
き
の
学
生

証
や
、
社
員
証
な
ど

◆
注
意
事
項

 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
受

け
取
り
の
際
は
、
必
ず
申
請
者
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

１５
歳
未
満

の
場
合
は
、
法
定
代
理
人（
親
権
者
）の

方
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
す
（
４
月
３
日
か
ら
）

i

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
（
無
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す

i

ホームページQR

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す

i

住
所
異
動
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か

i

　
「
転
出
届
」
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届

出
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
子
証

明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
で
、
日
本
国
内
で
の
引

越
し
を
す
る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。
ご

自
身
単
身
で
の
引
越
し
の
ほ
か
、
ご
自

身
と
同
一
世
帯
の
方
、
ご
自
身
以
外
の

同
一
世
帯
の
方
の
引
越
し
で
も
利
用
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届

の
提
出
を
し
た
後
は
、
転
入
先
市
町
村

の
窓
口
で
転
入
届
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
転
出
届
を
提
出
す
る

市
町
村
で
の
手
続
き
が
別
途
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
（
水
道
や
、
保
険
証
な
ど

の
手
続
き
）
。

　
春
は
引
越
し
の
季
節
で
す
。
住
所
を

変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
も
の
を
添
え

て
、
役
場
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
に
も
市
町
村
か
ら
発
行
を
受

け
て
い
る
証
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
に
は
本
人

確
認
の
た
め
の
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
以
外

の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

◆
転
出

　
黒
潮
町
か
ら
ほ
か
の
市
町
村
に
住
所

を
移
す
と
き
は
、
引
越
し
す
る
ま
で
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
予
定
日

・
転
出
先
の
住
所

【
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
】

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
な
ど

◆
転
入

　
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
黒
潮
町
に
住
所

を
移
す
と
き
は
、
住
み
始
め
て
か
ら

１４

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
所
が
発
行

し
た
転
出
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
特
例
転
出
の
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

【
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
】

・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

・
障
害
者
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
　
　
な
ど

◆
転
居

　
町
内
で
住
所
を
移
す
と
き
は
、
引
越

し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
】

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証

・
障
害
者
手
帳

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　
な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
口
座
振
替
日
は
、
利
用
さ
れ
た
月
の

末
日
（
た
だ
し

１２
月
は

２５
日
）
が
基
本
で

す
。
末
日
が
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ

び
国
民
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ

の
日
以
降
の
直
近
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

指
定
日
に
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
個
別
に
通
知
し
た
う
え
で
、

翌
月

１５
日
に
再
引
き
落
と
し
を
し
ま
す
。

１５
日
が
休
日
の
場
合
は
、
同
様
に
そ
の

日
以
降
の
直
近
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

情
報
防
災
課 

情
報
推
進
係

　
蕁

４
３
―

２
１
８
８

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

月
額
使
用
料
の
口
座
振
替
年
間
予
定

デジタル庁ホームページQR

4月分 引落日 4月分 引落日

4月分 5/1（月） 10月分 10/31（火）

5月分 5/31（水） 11月分 11/30（木）

6月分 �6/30（金） 12月分 12/25（月）

7月分 7/31（月） 1月分 1/31（水）

8月分 8/31（木） 2月分 2/29（木）

9月分 10/2（月） 3月分 4/1（月）
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・

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
新
た
に
納
付
書
に
印
字
さ
れ
る
地
方

税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全

国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金

融
機
関
で
納
付
可
能
と
な
る
ほ
か
、
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
地
方
税

共
同
機
構
が
新
た
に
開
設
し
た
「
地
方

税
お
支
払
サ
イ
ト
」
に
よ
り
、
利
用
可

能
と
な
る
納
付
方
法
が
大
幅
に
拡
充
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
税
目

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

・
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）

・
国
民
健
康
保
険
税

◆
利
用
可
能
な
支
払
方
法
（
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
利
用
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
（
※
別
途

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
各
種
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

◆
納
付
書
の
利
用
方
法

・
金
融
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
納

付
期
限
ま
で
に
、
直
接
窓
口
へ
お
持

ち
い
た
だ
き
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
を
ご
利
用
の

場
合
は
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

付
き
の
納
付
書
を
手
元
に
用
意
し
、

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
各
種
ス

マ
ホ
の
場
合
は
、
ア
プ
リ
を
起
動
し
、

直
接
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら

https://w
w

w
.paym

ent.eltax.lta.go.j

p/pbuser

◆
全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対

応
金
融
機
関
は
こ
ち
ら
か
ら

https://w
w

w
.eltax.lta.go.jp/kyouts

uunouzei/kinyukikan/ginkou/

　
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し

た
金
融
機
関
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

情
報
は
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
の

よ
く
あ
る
質
問
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

収
納
係

蕁

４
３
―

２
８
１
６

　
黒
潮
町
で
は
、
事
業
者
向
け
に
販
路

拡
大
に
つ
い
て
の
お
悩
み
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
左
記
の
よ
う
な
お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
に
つ
い
て

・
販
売
先
に
困
っ
て
い
る

・
販
売
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
が
わ
か
ら
な
い

・
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ど
の
よ
う
な
情

報
が
必
要
な
の
か
わ
か
ら
な
い
（
一

括
表
示
や
栄
養
成
分
表
示
な
ど
）

【
対
応
例
】

・
町
外
で
の
販
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
み
た
い
方
に
は
、

　
高
知
市
の
「
と
さ
の
さ
と 

ア
グ
リ
コ
レ

ッ
ト
」
な
ど
で
の
販
売
を
支
援
し
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
で
物
販
を
し
た
い
、
ま
た

は
物
販
を
し
て
も
ら
い
た
い
方
に
は
、

　
事
前
に
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

物
販
希
望
者
と
し
て
登
録
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
あ
る
と
き
に
案
内
し
ま
す
。

・
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
示
内
容
な
ど

の
記
載
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方
に
は
、

　
記
載
方
法
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
各
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
情
報（
詳

細
ペ
ー
ジ
や
写
真
な
ど
）
の
更
新
や

新
商
品
の
登
録
を
し
た
い

・
新
規
事
業
者
と
し
て
登
録
し
た
い

【
対
応
例
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内

の
情
報
を
充
実
化
さ
せ
た
い
、
ま
た

は
新
商
品
を
登
録
し
た
い
方
に
は
、

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
写
真
や
文
章

作
成
の
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規

返
礼
品
の
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

産
業
推
進
係

蕁

４
３
―

２
１
１
３

　
　10280010@

tow
n.kuroshio.lg.jp

　

４
月
か
ら
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
利
用
し
た
町
税
の
納

付
方
法
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

i

〜
町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

販
路
拡
大
に
関
す
る
お
悩
み

相
談
の
募
集
に
つ
い
て

i
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◆ 特設人権相談、行政相談、心配ごと・困りごと相談（原則：予約制）

地域 月日（曜日） 時　　　間 場　　　所

05月25日（木） 13:30～15:30

11月28日（火） 13:30～15:30

総合センター（佐賀）

08月01日（火）
10:00～12:00

13:30～15:30

10月10日（火）
10:00～12:00

13:30～15:30

13:30～15:30 錦野団地集会所

鈴地区漁民研修施設

保健福祉支援センター「こぶし」

総合センター（佐賀）10：00～12：00

13：30～15：30

05月12日（金）
10：00～12：00 加持本村集会所

13：30～15：30 奥湊川老人憩の家

07月07日（金）
10：00～12：00 田野浦避難集会所

13：30～15：30 錦野団地集会所

08月04日（金）
10：00～12：00 下田の口コミュニティセンター

13：30～15：30 錦野団地集会所

09月08日（金）
10：00～12：00 上田の口集会所

13：30～15：30 錦野団地集会所

05月26日（金）

11月24日（金）

令和6年

02月06日（火）

※日程・場所は、変更する場合があります。
※実施日が近づきましたら、あらためて広報紙やマイク放送などでお知らせします。

10月12日（木）
10：00～12：00 旧馬荷小学校

13：30～15：30 錦野団地集会所

11月10日（金）
10：00～12：00 鞭集会所

13：30～15：30

13：30～15：30
錦野団地集会所

10：00～12：00 蜷川生活改善センター

13：30～15：30 伊田浦老人憩の家

03月01日（金）
10：00～12：00 有井川多目的研修集会所

13：30～15：30 錦野団地集会所

佐

賀

地

域

大
　
方
　
地
　
域

04月04日（火）
10:00～12:00

13:30～15:30

特
設
人
権
相
談
、
行
政
相
談
、

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
相
談
の

お
知
ら
せ

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
人
権
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
て
い
く
た
め
に
最
低
限
必
要
な
権

利
で
あ
り
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
て
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
社
会
や
家
庭
で
多
く
の

人
た
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
ほ
か

の
人
た
ち
も
そ
の
人
ら
し
く
幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
で
は
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
を
住

民
一
人
ひ
と
り
の
身
近
な
課
題
と
と
ら

え
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
社
会
と
協

力
し
て
人
権
尊
重
の
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
人
権
擁
護
委
員
や
行
政

相
談
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員

が
「
特
設
人
権
相
談
、
行
政
相
談
、
心

配
ご
と
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設

し
、
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
原
則
、
事
前
に
予
約

の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
の
で
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
町
民
を
対
象
に
、
今
年
度

も
毎
月
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。
賃
借
、
不
動
産
、

相
続
、
離
婚
、
そ
の
他
の
法
律
全
般
に

つ
い
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
令
和
５
年
度
開
催
予
定
日
時

日
程

・
４
月

１２
日（
水
）
　
・
５
月

１７
日（
水
）

・
６
月
７
日（
水
）
　
・
７
月

１９
日（
水
）

・
８
月

２３
日（
水
）
　
・
９
月

２０
日（
水
）

・
１０
月

１８
日（
水
）
　
・

１１
月
８
日（
水
）

・
１２
月

１３
日
（
水
）

令
和
６
年

・
１
月

１０
日（
水
）
　
・
２
月

１４
日（
水
）

・
３
月
６
日
（
水
）

時
間
　
全
回
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所

・
偶
数
月
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
大
方
庁
舎
前
）

・
奇
数
月
　
総
合
セ
ン
タ
ー

（
佐
賀
支
所
前
）

◆
定
員
・
相
談
時
間

・
定
員
　
４
名

・
相
談
時
間
　
１
名

３０
分
以
内

◆
申
込
方
法
な
ど

　
相
談
日
の
１
週
間
前
の
水
曜
日
午
前

８
時

３０
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
左
記
窓

口
で
先
着
４
名
を
受
け
付
け
、
そ
の
際
、

相
談
内
容
を
聴
き
取
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
水
曜
が
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

◆
そ
の
ほ
か

・
同
じ
内
容
の
相
談
は
１
回
限
り
で
す
。

・
２
回
続
け
て
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
担
当
弁
護
士
が
既
に
相
手
方
の
相
談

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
前
週

の
金
曜
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
　
　
　
　
　
　
　
蕁

５
５
―

３
１
１
３

令和6年

02月02日（金）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
で
す

i

・

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

楽
し
い
「
俳
句
」
教
室

i

「
第
３０
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

大
会
」
参
加
者
＆
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
の
方
々
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権

侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し
た
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
現
在
６
名
の
人
権
擁

護
委
員
が
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、

４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
臨
時
講
師
を
探

し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

・
勤
務
形
態
　
フ
ル
タ
イ
ム

※
時
間
講
師
希
望
の
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
応
募
資
格
　
教
員
免
許
状
を
有
す
る

者（
年
齢
制
限
な
し
）

※
免
許
休
眠
中
、
失
効
中
の
方
は
回
復

措
置
が
と
れ
ま
す
。

※
初
め
て
教
員
を
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎

で
す
。

・
給
与
月
額

（
新
卒
）
約

２１
万
５
千
円
〜

（
６０
歳
以
上
の
方
）
約

２３
万
９
千
円
〜

※
そ
の
他
、
交
通
費
な
ど
の
手
当
が
あ

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

 
小
中
学
校
課

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
３
９

　

　
「
第

３０
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ

ン
大
会
」
の
出
場
者
な
ら
び
に
大
会
ス

タ
ッ
フ
を
現
在
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
の
海
と
陸
を
堪
能
し
な
が
ら
、

タ
イ
ム
を
競
い
ま
せ
ん
か
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
ビ
ギ
ナ
ー
個
人
と

リ
レ
ー
の
部
・
一
般
個
人
と
リ
レ
ー
の

部
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ビ
ギ
ナ
ー
リ

レ
ー
の
部
は
、
２
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん

で
ス
イ
ム
２
０
０
ｍ
と
ラ
ン
４
㎞
を
別

の
選
手
が
行
い
、
２
人
の
総
合
タ
イ
ム

を
競
う
も
の
で
す
。
コ
ー
ス
は
ビ
ギ
ナ

ー
と
同
じ
で
取
り
組
み
や
す
い
内
容
で

す
の
で
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
初
心
者
に
も
気

軽
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

お
く
と
、
そ
の
曲
が
レ
ー
ス
中
に
流
れ

る
と
い
っ
た
演
出
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
ー
ス
前
夜
の
「
ふ
れ
あ
い

カ
ツ
オ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
大
会
参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
魅
力
の
つ
ま
っ
た
ア

ク
ア
ス
ロ
ン
。
夏
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

本
大
会
へ
、
多
く
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
詳
細
な
ら
び
に
大
会
ス
タ
ッ

フ
募
集
に
つ
い
て
は
、
黒
潮
町
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ https://w

w
w

.tow
n.kuroshio.lg.jp/

◆
大
会
開
催
日
　
７
月
２
日（
日
）

◆
申
込
締
切
　
　
５
月
８
日（
月
）

◆
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
お
よ
び
誓

約
書
を
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
事
務
局

　（
教
育
委
員
会
 

生
涯
学
習
係
）

　
蕁

４
３
―

０
０
４
４

〜
過
ぎ
去
る
こ
こ
ろ
の
綾
を
言
の
葉
で

紡
い
で
み
ま
せ
ん
か
〜

　
初
心
者
の
方
、
短
歌
に
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
方
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
　
６
月

２０
日（
火
）

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

◆
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階

◆
講
師
　
植
田
　
紀
子
先
生

　（
高
知
県
俳
句
連
盟
顧
問
・「
秋
麗
」
同
人
）

◆
締
切
　
５
月

３１
日（
水
）

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
文
学
学
級

　
　
蕁

４
４
―

１
２
４
６

　
　
蕁

０
９
０
―

８
２
８
５
―

６
４
５
６

（
担
当
‥
國
友
）

高
知
県
内
の
小
・
中
学
校
で
教

員
が
不
足
し
て
い
ま
す

氏　　名 任　　期

宮闢　英雄 R2.10.1～R5.9.30

土居みゆき R2.10.1～R5.9.30

澳本　まり R3.10.1～R6.9.30

津野　早苗 R3.10.1～R6.9.30

村越　豊年 R5.4.1～R8.3.31

吉福　　猛 R5.4.1～R8.3.31
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◆
事
例

　
あ
る
日
の
午
後
、
Ａ
さ
ん
が
自
宅
で

く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
‥
は
い
、
Ａ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

偽
市
職
員
‥
も
し
も
し
、
私
○
○
市
役

所
の
者
で
す
。
健
康
保
険
料
の
払
い
過

ぎ
が
あ
っ
た
の
で
還
付
手
続
き
に
関
す

る
書
類
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
手

続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

Ａ
さ
ん
‥
え
？
な
ん
の
こ
と
で
す
か
？

偽
市
職
員
‥
書
類
を
お
送
り
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ま
だ
申
請
が
出
て
い
な
い

よ
う
だ
っ
た
の
で
確
認
の
た
め
お
電
話

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
振
り

込
み
の
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
確
認
し
て
も
ら
え
ま
す

か
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
き
ま
し
た
ら
、
０
１

２
０
―

１
２
３
―

４
５
６
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

Ａ
さ
ん
‥
わ
か
り
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
は
電
話
を
切
っ
た
後
、
還
付

金
手
続
き
の
書
類
を
探
し
た
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
た
め
、
詳
し
く
話
を
聞
こ

う
と
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、

健
康
保
険
料
の
還
付
は
な
く
、
電
話
を

か
け
て
き
た
職
員
も
い
な
か
っ
た
。

　
幡
多
管
内
で
も
市
役
所
職
員
を
名
乗

り
、「
保
険
料
や
年
金
の
還
付
金
が
あ
り

ま
す
」
な
ど
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
い

っ
た
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

・
電
話
で
、「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
ら
、
そ
れ
は
還
付
金
詐
欺
で
す
。

還
付
金
な
ど
に
心
当
た
り
が
あ
る
場

合
で
も
、
す
ぐ
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
向
か
っ

た
り
、
指
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
電

話
を
か
け
た
り
せ
ず
、
市
役
所
、
町

村
役
場
に
電
話
を
か
け
て
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
村
職
員
が
、
世
帯
構
成
や
銀
行

口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
電

話
で
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
個
人
情
報
の
流
出
は
、
犯
罪
や
悪
質

商
法
の
被
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
他
人
に
、
気

軽
に
家
庭
の
こ
と
を
話
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
「
お
金
が
返
っ
て
く
る
」
な
ど
の
還

付
金
詐
欺
に
関
す
る
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
電
話
す
る
な
ど
、

周
囲
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

出
前
講
座
（
無
料
）
に
よ
る
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
 　

　
蕁

３
４
―

８
８
０
５

　
　
　
　
　
 　

　
蕭

３
４
―

８
８
０
９

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
 　

　
蕁

１
８
８

〈
相
談
受
付
〉
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
〒
７
８
７
ー
０
０
１
２

　
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
番

１３
号

　（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
２
階
駐
車
場
西
側
）

　
こ
の
登
録
審
査
は
、
銃
砲
刀
剣
所
持
等

取
締
法
第

１４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術

品
・
骨
董
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
火
な
わ

式
銃
砲
な
ど
の
古
式
銃
砲
ま
た
は
美
術

品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類
を
登
録

す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
審
査
時
の
携
行
品

・
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見
届
出
済
届

・
１
件
に
つ
き
６
千
３
０
０
円
の
登
録
申

請
手
数
料（
登
録
で
き
な
く
て
も
必
要
）

◆
登
録
証
の
再
交
付
に
つ
い
て

　
登
録
証
の
再
交
付
の
た
め
に
は
現
物

確
認
調
査
が
必
要
で
す
。
申
請
の
際
に
は

あ
ら
か
じ
め
歴
史
文
化
財
課
へ
連
絡
の
後
、

左
記
の
も
の
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

・
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
登
録
銃

砲
刀
剣
類

・
１
件
に
つ
き
３
千
５
０
０
円
の
登
録

証
再
交
付
申
請
手
数
料

◆
美
術
刀
剣
類
制
作
承
認
に
つ
い
て

　
製
作
承
認
申
請
手
数
料
は
１
件
に
つ

き
８
０
０
円
で
す
。

◆
審
査
日
　

　
４
月

１１
日
（
火
）
、
５
月
９
日
（
火
）
、

　
６
月

１３
日
（
火
）
、
７
月

１１
日
（
火
）
、

　
８
月
８
日
（
火
）
、
９
月

１２
日
（
火
）
、

　
１０
月

１０
日
（
火
）
、

１１
月

１４
日
（
火
）
、

　
１２
月

１２
日
（
火
）

　
令
和
６
年

　
１
月
９
日
（
火
）
、
２
月

１３
日
（
火
）
、

　
３
月

１２
日
（
火
）

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
４
時

　
　
（
受
付
は
午
後
３
時

３０
分
ま
で
）

◆
会
場
　

　
高
知
県
庁
本
庁
地
下
第
３
・
第
４
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
歴
史
文
化
財
課 

銃
砲
刀
剣
類
担
当

蕁

０
８
８
―

８
２
３
―

９
１
１
２

令
和
５
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て

i

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

4月分

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

還
付
金
詐
欺
に
関
す
る
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
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一
般
社
団
法
人
高
知
県
移
住
促
進
・

人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日
に

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
当
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
仕
事
探
し
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
向

け
た
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
い
ま
高
知
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討

し
て
い
る
」
、「
い
つ
か
は
高
知
に
帰
り

た
い
」
と
お
考
え
の
ご
家
族
、
ご
友
人

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
当

セ
ン
タ
ー
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
高
知
県
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

０
８
８
―

８
５
５
―

６
６
４
８

　
　
　
　office@

iju-jinzai.kochi.jp

　
高
知
市
本
町
４
丁
目
１
―

３
２

　
こ
う
ち
勤
労
セ
ン
タ
ー
５
Ｆ

・

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

高
知
県
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
名
称
変
更
し
ま
し
た

i

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

i
　
「
取
引
」
お
よ
び
「
証
明
」
に
使
用
す

る
計
量
器
は
、
２
年
に
１
度
の
法
定
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
黒
潮
町
で
は
今
年
度
が

検
査
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
日
程
で
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

計
量
器
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

・
５
月

１５
日（
月
）佐
賀
支
所

　
午
前

１１
時
〜
午
前

１１
時

４５
分

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・
５
月

１６
日（
火
）本
庁

　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
前

１１
時

４５
分

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
対
象
と
な
る
計
量
器

　
取
引
・
証
明
に

使
用
さ
れ
る
計
量

器
で
、
検
定
証
印

な
ど
が
付
さ
れ
た

も
の
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
計
量
検
定
室

　
　
　
蕁

０
８
８
―

８
４
５
―

７
７
７
０

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

商
工
係

　
　
　
蕁

５
５
―

３
１
１
５

※証印例

第
３５
回
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

i

◆
も
っ
た
い
な
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
募
集

　
着
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
捨
て
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
そ
ん
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　
砂
浜
美
術
館
事
務
局
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
ア
ー
ト
展
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
白
・
綿
１
０
０
％
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
限

り
ま
す（
一
部
プ
リ
ン
ト
可
）。

◆
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
種
配
布
し
ま
す

　
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
綿
を
み
ん
な
で
育
て
よ

う
。
き
れ
い
な
花
が
咲
く
綿
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。
収
穫
し
た
綿
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
ア
ー
ト
展
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
原
料
に
使

用
し
ま
す
。

・
配
布
期
間

 
４
月

１０
日（
月
）〜

２５
日（
火
）

・
配
布
場
所
　
砂
浜
美
術
館
事
務
局（
ビ

オ
ス
お
お
が
た
情
報
館
内
）

・
参
加
費
　
無
料

※
有
機
栽
培（
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
）で

栽
培
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
収
穫
し
た
綿
は
冬
に
回
収
し
ま
す
。

※
配
布
し
た
品
種
と
異
な
る
綿
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館

蕁

４
３
―

４
９
１
５

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
が
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
の
っ
て
、
一
斉
に
潮
風
に
ひ
ら
ひ

ら
し
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
２
日（
火
）〜
７
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
　
砂
浜
美
術
館（
入
野
の
浜
）

　
協
力
金
と
し
て
３
０
０
円
（
中
学
生

以
上
）を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
主
催

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館

◆
審
査
員
　
太
刀
川
　
英
輔
さ
ん

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
建
築
家

◆
イ
ベ
ン
ト

・
す
な
び
て
ん
ぽ
と
海
辺
の
お
店
や
さ
ん

・
第

１８
回
ビ
ー
サ
ン
飛
ば
し
大
会　

ほ
か

※
砂
浜
美
術
館
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

で
は
、
高
知
県
の
方
針
に
基
づ
き
「
感

染
防
止
安
全
対
策
」
を
策
定
し
て
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
感
染
状
況
な
ど

に
応
じ
て
内
容
を
見
直
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
日

程
変
更
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

4

5

日

1～2

3～9

10～16

17～23

24～30

1

2

3

4

5

06～7

8～14

15～21

22～28

29～31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

電話番号
店　　名 住　　所

店　舗
店　　名

携　帯

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

㈱ 中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

43－3075

43－1149

43－3033

34－3621

43－4665

090－1006－3985

090－3185－4957

080－3160－0276

090－3184－1731

090－8970－5021

入野1769

入野1574

入野2117

四万十市古津賀3443－1

田野浦1593

平 野 住 設

大 西 設 備

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

電話番号

店　舗 携　帯

44－1513

31－3277

43－2024

55－7371

090－3183－1279

090－1004－2499

090－3183－8535

090－3783－7011

住　　所

伊田2100

浮鞭2083－2

下田の口822－174

拳ノ川224

黒潮町ケーブルテレビ

4月番組予定表

IWKTVの放送時間・番組などに関するお問い合わせは

本庁 情報防災課 情報推進係 または
IWKTV制作室まで

【情報推進係】    蕁43－2188 

【IWKTV制作室】蕁43－0500
番　　組 放送時間

番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

お 知 ら せ

卒業式・入学式を放送予定！卒業式・入学式を放送予定！

※NEWSや役場のお知らせ、イベ
　ントの様子などをお届けします。

ＩＷＫTV番組
7：00　12：00　15：00　18：00　21：00

Kochi on TV!

高知ケーブルテレビ
10：00　23：00

片さんのFish!おふ 11：15　20：15

高齢者寺子屋 6：00　14：00

体操番組 6：45　11：00　14：45　20：00

幡多サイクル紀行 8：35　13：35　16：35　19：35　22：35

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

IWKTV加入・放送に関する不具合などのお問い合わせは

【光ネットワークセンター】

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

インスタグラム フェイスブック

◆IWKTVでは、インスタグラム・フェイスブ
ックで番組案内や取材の風景などを発信
しています。ご利用中の方は、右記QRコ
ードよりのぞいてみてください。

◆町内小学校・保育所の卒業式・卒園式
旅立ちの季節。感動のシーンをお届けします。

◆町内の小・中学校の入学式
新しい出会いの季節。新１年生の姿をお届けし

ます。

※放送予定は変更となる場合があります。あらかじめご了

承下さい。

　詳しくは電子番組表でもご確認いただけます。
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上記行事は天候などの都合および新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から無観客開催、延期、中止する場合があります。

【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）　・球技場（天然芝グラウンド）

　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166

日（曜） 行　　　事　　　名 場　　　　所

3（月）～5（水） 多目的芝生広場・多目的運動広場合宿（高知ユナイテッドSCジュニアユース：中学生サッカー）

7（金） テニスコート四万十・黒潮老童大会（一般ソフトテニス）

6（木） 多目的運動広場高知県リーグ（中学生サッカー）

テニスコート幡多地区中学校ソフトテニス春季大会

多目的運動広場高知県リーグ（高校生サッカー）

8（土）

15（土）

29（土）

30（日）

テニスコートアカエム杯 小学生ソフトテニス選考会

多目的運動広場高知県リーグ（高校生サッカー）

16（日）

パークゴルフ場土佐西南黒潮パークゴルフ協会 月例会

多目的運動広場高知県リーグ（社会人サッカー）�

球技場高知県リーグ（シニアサッカー）

多目的運動広場高知県リーグ（小学生サッカー）

22（土） 多目的運動広場高知県リーグ（高校生サッカー）

23（日） 大方球場高体連幡多支部体育大会（野球競技）

テニスコート高知県中学校ソフトテニス春季大会

29（土）・30（日）

体育館高体連幡多支部体育大会（バレーボール競技）

球技場・多目的芝生広場・多目的運動広場交流戦（高校生サッカー）

体育館高体連幡多支部体育大会（バスケットボール競技）

球技場四国リーグ（社会人サッカー）

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　4月

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2023（令和5）年4月・5月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

※イベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期、中止となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

22日（土） 生涯学習課� 蕁43－0044入野海岸・鞭海岸 13:00

4月10日（月）

砂浜清掃

あったかふれあいセンターさが

　　　　　� 蕁31－4807

あったかふれあい

センターさが
13:0010:00

8:00

5月2日（火） NPO砂浜美術館�蕁43－4915砂浜美術館（入野の浜） 13:00第35回Tシャツアート展（7日まで） 9:00

3日（水） 生涯学習課� 蕁43－0044入野の浜 13:00第38回高知大方シーサイドはだしマラソン全国大会 8:00

クレーマさんの英会話教室
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ホールインワン：Aコース　02番　内田玲子　中山厳　小野みね
ベストスコア：Bコース　06番　筒井康夫
ベストスコア：Aコース　25点　橋田香苗　尾崎進
ベストスコア：Bコース　25点　橋田香苗　尾崎良二
ベストグロス：107点　橋田香苗

※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2

優　勝 橋田香苗 25 27 25 30

準優勝 植木美和子 28 27 29 31

3位 小野みね 28 27 28 31

4位 畝原敏男 27 32 26 27

5位 武内晴美 31 31 26 34

6位 小野真人 26 29 27 33

7位 西森美佐 29 29 27 31

8位 尾崎　進 25 30 27 28

9位 佐田幸一 28 29 28 27

10位 三槻次男 29 30 27 32

HC

4

1

－2

3

－4

2

2

5

8

8

1

HC年

－4

－4

－4

－2

－6

108

－4

111

－2

112

総計

111

111

113

114

116

117

117

118

118

118

土佐西南黒潮ＰＧ協会　2月月例会

日時：2月26日（日）

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
くろしおドライカレー

※成績順位決定方法　①打数の少ない者　②ホールインワン（Ｈ数）の多い者

　　　　　　　　　　③２打数の多い者　 ④年齢が上の者

黒潮町Ｇ・Ｇ愛好会　3月月例会

日時：3月6日（月）

場所：大方球場補助グラウンド（32ホール）

技術賞：宮地千津美　80打

最多ホールインワン賞：山本　一男　3ホール 

最多2打賞：酒井　隆昌　20ホール

成績 氏　名 打数 Ｈ数

優　勝 酒井　隆昌 66 2

準優勝 池田　章夫 75 1

3位 山本　一男 76 3

4位 宮川　依行 78 2

5位 中山　次男 78 1

6位 池田　明美 79 1

7位 岡村　　知 80 2

8位 宮地千津美 80 0

9位 浜田　　衛 81 0

10位 渡辺　　栄 82 0

2打数

20

16

11

9

14

15

11

17

17

15

材料（4人分）

〔作り方〕
①カツオをAの調味料に漬け、デンプンをまぶして揚げる。
②乾燥大豆、干しシイタケは水でもどしておく。　
③タマネギ、ニンジン、ピーマン、ラッキョウ、干しシイタケはみじん切り。
④エリンギは薄くスライス、しめじは石ずきを取って細かく分け、食
べやすい大きさに切る。

⑤フライパンにサラダ油とニンニク、カレー粉を入れ、ミンチ肉を炒
める。さらに、赤ワインを入れて炒める。
⑥⑤に②～④の具を加えて煮込む。
⑦⑥にBの調味料を加えて煮込む。
⑧味をととのえて仕上げる。

カツオ（スライス）� 140g
　ショウガ（おろし）� 2g
　酒� 2g
　しょうゆ� 6g
デンプン� 適量
揚げ油� 適量
豚ミンチ� 160g
タマネギ� 1玉
ニンジン� 1/3本
干しシイタケ� 2個
乾燥大豆� 6g
ピーマン� 半分
エリンギ� 20g
しめじ� 1/3～1/4袋
ニンニク（おろし）�小さじ1/2
ラッキョウ甘酢漬け� 小1個
サラダ油� 小さじ1
赤ワイン� 小さじ2/3
カレー粉� 小さじ1/2程度
　カレールウ�固形2～3個分
　ケチャップ� 大さじ1と1/2
　ウスターソース　大さじ2/3程度
　デミグラスソース�大さじ1
　塩� 小さじ1/3程度

○お問い合わせ　大方学校給食センター　蕁31－3201
　　　　　　　　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

今年度もよろしくお願いします。
「くろしおドライカレー」はカツ
オフライがのったドライカレー
です。黒潮町産の食材をふん
だんに使ったカレーメニューで
すが、通常のカレーよりも好き
と言う声も多く聞かれます。
ぜひお試しください。

A

B

　穏やかな空の下、「ふるさと・えいもん集マル

シェ」が高知市「とさこみち」「アグリコレット」

で開かれ、県内各地から22カ所の集落活動セ

ンターが大集合しました。黒潮町からも3センタ

ーが協同出店しました。ご当地へ出向かないと

食べられない、買えない、作れない「えいもん」

を探しに多くの方が来場されました。また、奇問・

難問が揃ったク

イズラリーやガ

ラガラ抽選会に

もたくさんの方

が参加し、にぎ

やかな1日とな

りました。

集落活動センター通信 No.11：北郷

マルシェの様子
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ramer's CornerKramer's Corner
クレーマのコーナーK

くろしお協力隊にくろしお協力隊に聞く聞く聞
着任して約9カ月が経過しますが、仕事には慣れましたか？

　着任当初に比べると、YouTubeの投稿も安定して行えるようになってきました。

町の良いところがたくさん感じられ、どんなものがあるかをわかりやすく表現できる

ように撮影・編集を頑張っています。今は情報発信に力を入れていますが、事業者支

援も頑張っていきたいと思っています。事業者さんの困りごとや、どうすれば来客数

が増していけるのかなど、一緒に考えて対応していきたいと思います。

　仕事のなかで楽しいことや大変なことはありますか？

　自分が撮影中に感じた町や事業者さんのイメージを、自分で表現できることが楽しいです。撮影に

行った際に、「町のこんなものが美味しいよ」、「こんな所があるよ」という風に教えていただけて、少

しずつ町を知っていけることも楽しく感じています。大変なことというと、私は「週に2本動画を投稿

する」ということを目標としているのですが、それが大変ですね。撮影技術や編集技術、見てもらう

ための工夫など、わからないことがたくさんあるので、もっと研究していきたいと思います。

　黒潮町に来た頃と今とで印象の変化などはありますか？

　高知県は南にあるので、冬も暖かいと思っていましたが、想像していたよりも寒くて驚きました。

雪が降るとも思っていなかったので、雪が降った日はさらに驚きましたね。そのほかは来た頃の印象

とあまり変わっていません。時間の流れがゆっくりで、人

も優しくて、良いところがたくさんあると感じます。

YouTubeショート撮影時の早川さんYouTubeQR

く

YouTubeのチャンネル登録もよろしく
お願いします。

協力隊から一言!

Q

A

Q

A

Q

A

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（観光事業者支援・情報発信担当）

早川　奏音
はやかわ かな ね

今月のテーマ イースター

　今月の9日はイースターです。イースター（または復活祭）は多くのアメリカ人が祝う、イエス・キ

リストの復活を記念するキリスト教の祝日です。毎年日付が変わりますが、必ず日曜日に行われ、イ

ースター・サンデーとも呼ばれます。キリスト教の祝日なので、教会に行ったりする宗教的な面もあ

りますが、楽しいパーティーみたいな活動もあります。

　その1つは、ゆでたまごに色や飾りを施すイースター・エッグ作りです。僕の家族の場合は毎年イ

ースターパーティーを開き、子どもたちがたくさんの鮮やかでユニークなイースター・エッグを作

っています。飾った後、作品を食べてもいいです。

　もう1つの楽しみ方はたまご探し。たまご探しというのは、お菓子が入っているプラスチックのた

まごを庭のあちこちに大人が隠し子どもたちが探す遊び方です。子どもの頃、僕といとこたちがお

菓子をたくさんもらうために多くのたまごを集めようと互いに競い合い、とても盛り上がりました。

　たまごは昔から誕生や豊穣のシンボルなので、イースターの象徴として使われ、イースターの活

動によく現れます。もう1つのよく知られているシンボルはウサギです。たまごと同じように誕生と

連想し、イースターが近づくとウサギの形のチョコレートやお菓子があちこちの店に見られます。

あと、イースター・バニーという、サンタと同じようにいい子にお菓子を運んでく

れる伝説のウサギがいます。子どもの頃、僕は毎年イースター・バニーからのお菓

子を首を長くして待っていました。

今月の使える！英語 April showers bring May flowers.

たまご探しをしている
クレーマのいとこ

4月によく使われる春のことわざ。「4月の雨は5月の花をもたらす」とい

う意味です。ことわざの発祥地のイギリスでは、4月に雨が多いが、その

おかげで5月に花がたくさん咲いてきます。
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は
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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お
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わ
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2023（令和5）年2月28日現在

出　生 4人（男1人・女3人）

世　帯　数 5,416世帯

女 5,414人

男 4,990人

人　　　口 10,404人（前月比22人増）

転　入 52人（男40人・女12人）

その他 1人（男1人）

増
　
加

死　亡 16人（男7人・女9人）

転　出 19人（男11人・女8人）

その他 0人（男4人・女1人）

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ

4月

日 月 火 水 木 金 土

2 1 2 3 1

2

1

3 4

3

5 6 7 8

9 10 11 12

19

13 14

16 17 18 20 21 22

23

15

5月

日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3 4 5 6

24 25 27 28 29

新しく入った本の紹介

●ゆうべの食卓　　　　　　　　　　　　　　角田　光代／著

●あなたはここにいなくとも　　　　　　　町田　そのこ／著

●逆転のバラッド　　　　　　　　　　　宇佐美　まこと／著

●バナナケーキの幸福� 山口　恵以子／著

●みんなの宗教２世問題� 島薗　進／著

●ものがわかるということ� 養老　孟司／著

●脱白髪染めのはじめかた� 伊熊　奈美／著

●はじめてのオーガニックな庭づくり� 小島　理恵／著

●おいちにのだーるまさん� こばやし えみこ／著

●さかなくん� しおたに まみこ／著

2726

30 24 25 27 28 292726

佐賀館休み 大方館休み 両館休み

黒潮町公式 SNS

Please follow us

2023年3月8日インスタグラム掲載

Instagram
@kuroshiotown_official

Twitter・LINE・YouTube
@kuroshio_town

Facebook
@9640town

●4月28日（金）…館内整理日　　●4月29日（土）…昭和の日
●5月3日（水）・4日（木）・5日（金）…ゴールデンウイーク
●5月 6日（土）…4日（木）のふりかえ（大方館）

ブックフェアー開催のおしらせ
雑誌のバックナンバーや、古くなった本などを提

供します

期間：5月8日（月）午前10時～8月末ごろまで

場所：大方あかつき館・佐賀図書館

講師：北大路 翼

　　　〔俳人：新宿歌舞伎町俳句一家「屍派」家元〕

日時：6月11日（日）

　　　午前10時～　吟行（バス移動）

　　　午後01時～　俳句大会（レクチャーホール）

「にがおえ・イメージ・感想画コンクール」
受賞者作品、Tシャツアート展出展！

コンクール受賞作品30点を「黒潮町立図書館」と

して団体で出展、展示されます！どうぞご覧ください。

日時：5月2日（火）～7日（日）

場所：砂浜美術館（入野の浜）
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